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社会福祉士実習受け入れに関するアンケート調査報告書 

 
１．調査目的 

「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」（2007年 12月公布）を受けて、実践

力の高い社会福祉士養成の観点から社会福祉士養成における相談援助実習の充実・強化が図られ、

その一環として実習指導者の要件に「実習指導者を養成するための講習会の受講」が定められた。 
社団法人日本社会福祉士会は 2008 年度から厚生労働省の委託を受け、全国で社会福祉士実習

指導者講習会を開催している。社団法人神奈川県社会福祉士会では神奈川会場の開催を担当し、

2008年度と 2009年度は各 150名、2010年度は 300名定員で講習会を開催した。 
本調査は、神奈川県社会福祉士会における今後の実習指導者講習会開催や、講習会修了者を対

象としたフォローアップ研修などの事業計画に反映するため、神奈川県内の社会福祉士実習先を

対象に実習受け入れの現況や今後の意向、実習指導に関する課題などを把握することを目的とし

て実施した。 
 
 
２．調査対象 

神奈川県内にある社会福祉士実習先 2134 件 

社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則第三条第一号ヲ及び第五条第十四号イ、社会福祉士介護福祉士学校

指定規則第三条第一号ヲ及び第五条第十四号イ並びに社会福祉に関する科目を定める省令第四条第六号の規

定に基づき厚生労働大臣が別に定める施設及び事業(昭和六十二年十二月十五日)(厚生省告示第二百三号)に

基づく社会福祉士実習先種別 

 

内訳概要（詳細な内訳は資料 46頁を参照されたい） 

領域 郵送 

横浜  

（注①部会等に依頼分） 

川崎  

（注②部会等に依頼分） 

合計（件） 

児童 57 39 4 100 

医療 注③ 276   276 

相談機関等 注④ 162   162 

高齢  490 注⑤ 284 46 820 

障害  591 注⑥ 111 74 776 

合計 1576 434 124 2134 

＜注＞ 

①横浜の児童・高齢・障害分は、それぞれ横浜市社会福祉協議会児童福祉部会、高齢福祉部会、横浜市地

域ケアプラザ分科会、障害福祉部会に配付を依頼した。いずれも部会等に所属する事業所が対象である

ため、実際の実習先数とは一致しない。また社会福祉士実習先に該当しない種別も若干含まれる。 

②川崎の児童・高齢・障害分は、それぞれ川崎市児童・乳児・母子福祉施設部会、老人施設協議会、障害

福祉施設事業協会に配付を依頼した。いずれも部会等に所属する事業所が対象であるため、実際の実習

先数とは一致しない。また社会福祉士実習先に該当しない種別も若干含まれる。 

③神奈川県医療社会事業協会より名簿の提供を受けた。 

④神奈川県社会福祉協議会 社会福祉施設団体名簿テータ 2010.6.9 現在 

神奈川県、横浜市、高齢・障害者雇用支援機構のホームページ 

⑤神奈川県社会福祉協議会 社会福祉施設団体名簿テータ 2010.6.9 現在 

かながわ福祉情報コミュニティ 2010．6．10 現在 

⑥かながわ福祉情報コミュニティ 2010．6．10 現在 なお、種別が異なる場合でも、同一所在地・同一 

名称の事業所へは一通郵送としたため、実際の事業所数とは一致しない。 
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３．調査期間 

  2010年 7月～8月 
 
４．調査方法 

  調査票の郵送等によるアンケート調査 
 

５．調査内容 

調査票Ⅰ ＜機関・施設用＞ 

機関・施設としての社会福祉士実習の受け入れ状況について、実習受け入れ実績の有無に

関わらず回答を依頼した。調査票は資料 49頁を参照されたい。 

調査票Ⅱ ＜実習指導者用＞ 

社会福祉士実習の受け入れ実績がある場合に、実習指導を担当したことがある、あるいは

現に担当している実習指導者に、社会福祉士資格の有無や実習指導者講習会受講の有無等

の回答を依頼した。調査票は資料 51頁を参照されたい。 

 

６．回収数 

調査票Ⅰ ＜機関・施設用＞ 609件 

調査票Ⅱ ＜実習指導者用＞ 353件 

 

７．倫理的配慮 

回答はアンケート調査の集計と分析の目的以外には利用しないことを依頼文書に明記すると

ともに、部会等では口頭で説明した。回答は匿名とした。 

 

８．調査実施主体 

  社団法人神奈川県社会福祉士会 （主管：社会福祉士実習推進委員会） 
 
９. 調査協力者 

  東海大学健康科学部社会福祉学科 西村昌記教授 

 

10．調査結果の概要 

（１）調査票Ⅰ ＜機関・施設用＞ 

 ・種別は地域包括支援センター、特別養護老人ホーム、生活介護が上位をしめた。 
・所在地は横浜市が４割、横浜・川崎・相模原以外が同じく４割であった。 
・2009年度の社会福祉士実習受け入れは３分の２が「なし」と答えた。社会福祉士及び実習

指導者講習会修了者が多い機関・施設ほど、実習受け入れ人数が多かった。 
・実習生受け入れ時期は 7月から 9月が８割、受け入れ期間は 23日間が５割強、12日間も

４割強をしめた。 
・2010 年度の受け入れ予定は 2009 年度と同様の傾向であった。ただし 2009 年度に受け入

れていなかった機関・施設のうち１割弱が受け入れ予定ありに転じた一方、1～3名受け入

れていた機関・施設のうち３割弱が受け入れ予定なしに変わっていた。 
・社会福祉士の人数は 1～2名と 3名以上が各４割強で、「いない」も２割弱ある。 
・社会福祉士で実習指導者講習会修了者がいる機関・施設は３割で、修了者がいないが７割

を占めた。社会福祉士が多い機関・施設ほど、実習指導者講習会修了者も多い傾向があっ

た。 
・社会福祉士がいる機関・施設のうち、実習指導者講習会受講予定者がいないという回答は

７割強を占め、1名がほぼ４分の１、2名以上はわずかに止まった。 
・実習生の受け入れ意向は、受け入れ実績、社会福祉士数、実習指導者講習会修了者数、実

習指導者講習会受講予定者との強い関連が認められた。 
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・2011年度以降の実習生の受け入れ予定がないと回答した 259機関・施設の理由は、「業務 
多忙で、実習を受け入れる余裕がない」（46%）、「実習指導のスキルのある担当者がいない」

（37%）、「社会福祉士がいない」（29%）の順であった。 
 

 （２）調査票Ⅱ ＜実習指導者用＞ 

  ・回答者の所属種別は、地域包括支援センター、生活介護、特別養護老人ホームが上位をし 

めた。 

 ・主たる職種は、相談員・MSW・PSW（28%）と生活相談・支援員（指導員）（26%）が多 
く、次いで施設長・所長等（12%）であった。 

・福祉職としての経験年数は、10～19年が４割近くで、20年以上と 5～9年も３割近くを占 
めた。平均経験年数は 14.2年であった。 

・実習指導で困った事は、「実習生のレベルにばらつきがある」（41%）と「実習指導時間が 
なかなか取れない」（40%）がほぼ同率で上位であった。 

・神奈川県社会福祉士会に期待する事は、「実習指導者講習会の開催」（38%）が最も多く、

以下、「大学、社会福祉士養成校等との情報交換」（30%）、「分野ごとの実習施設間の情報

交換」（27%）、「実習指導者フォローアップ研修の開催」（20%）の順であった。 
・福祉職経験年数の少ない層ほど各種の期待が大きく、特に「実習指導者講習会の開催」へ

の期待をあげる人が多い傾向がみられた。 
・回答者のうち社会福祉士の資格を持っているのは 73%で、資格取得後の相談援助職経験は

平均 7年であった。 
・社会福祉士有資格者のうち実習指導者講習会を受講した人は 52%であった。講習会の受講 
 先では、日本社会福祉士会が 72%を占めた。また講習会の費用負担は、所属（職場）が全 
額負担が 78%をしめた。 

  ・講習会の内容で実習指導に役に立っていることは、「実習プログラムの作成」が 57%と高 
く、「職場内の実習マニュアルの作成」（40%）、「実習生へのスーパービジョン」（39%）、「実 
習生との事前面接」（32%）の順であった。 

・実習指導者講習会を受講していない層の半数が「実習指導者講習会の開催」を期待してい

るが、実習指導者講習会未受講者の今後の予定は、2010年度中に受ける予定が 44%、2011
年度以降に予定が 4%、予定がない人が 15%であり、未定も 35%を占めた。 

 
11.今後の課題 

 回答があった 609件の機関・施設のうち８割には社会福祉士がいるものの、実習指導者講 

習会修了者がいるのは、そのうちの３割に止まった。また 2010年度実習指導者講習会受講 

予定者がいない機関・施設が 7割強を占めていた。 

実習生の受け入れ意向は、受け入れ実績、社会福祉士数、実習指導者講習会修了者数、実

習指導者講習会受講予定者との強い関連が認められたことから、今後も実習機関・施設に対

して社会福祉士及び実習指導者講習会修了者の計画的な配置を働きかけていく必要がある。 
 また回答があった 353件の実習指導経験者のうち、社会福祉士は 7割強であり、そのうち 

の５割強が実習指導者講習会修了者であった。神奈川県社会福祉士会に期待することの上位 

には実習指導者講習会の開催があげられており、今後も継続的な講習会開催の期待があると 

言える。しかし 2011年度以降の受講予定は未定という回答も多いことから、個々の実習指導 

者の期待と所属における位置付けとの調整といった課題があることが推察される。実習指導 

者は、実習機関・施設において組織的に位置付けられることで機能するものであり、実習機 

関・施設に対する更なる理解の増進を図ることが肝要である。 

さらに、大学等との情報交換や、分野ごとの情報交換についても期待が大きい。社会福祉

士会には、実習機関・施設と大学等との連携強化や調整機能、分野ごとの横断的なネットワ

ーク構築などの役割が期待されていると言えよう。 
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12. 調査票Ⅰ ＜機関・施設用＞ 調査結果 

    

設問１ 貴機関・施設の種別について、社会福祉士実習先一覧（別表）から選択して、番号を記

入してください。(複数の事業を行う場合、複数回答も可) 

応答数 

  
N パーセント 

ケースのパ

ーセント 

J1  児童相談所 7 .5% 1.2% 

J2  乳児院 2 .1% .3% 

J3  母子生活支援施設 5 .4% .8% 

J4  児童養護施設 10 .7% 1.6% 

J5  知的障害児施設 9 .7% 1.5% 

J6  知的障害児通園施設 10 .7% 1.6% 

J7  盲ろうあ児施設 2 .1% .3% 

J8  肢体不自由児施設 3 .2% .5% 

J9  重症心身障害児施設 4 .3% .7% 

J10  情緒障害児短期治療施設 1 .1% .2% 

J11  児童自立支援施設 3 .2% .5% 

J12  児童家庭支援センター 1 .1% .2% 

J14  病院 59 4.3% 9.7% 

J15  診療所 11 .8% 1.8% 

J16  身体障害者更生相談所 2 .1% .3% 

J17  身体障害者福祉センター 1 .1% .2% 

J18  精神保健福祉センター 4 .3% .7% 

J19  救護施設 4 .3% .7% 

J20  更生施設 2 .1% .3% 

J21  授産施設 1 .1% .2% 

J23  福祉事務所 26 1.9% 4.3% 

J24  市町村社会福祉協議会 31 2.2% 5.1% 

J25  婦人相談所 1 .1% .2% 

J26  婦人保護施設 1 .1% .2% 

J29  地域障害者職業センター 1 .1% .2% 

J30  障害者就業・生活支援センター 5 .4% .8% 

J31  老人デイサービスセンター 31 2.2% 5.1% 

J32  老人短期入所施設 28 2.0% 4.6% 

J33  養護老人ホーム 9 .7% 1.5% 

J34  特別養護老人ホーム 97 7.0% 16.0% 

J35  軽費老人ホーム 4 .3% .7% 

J36  老人福祉センター 3 .2% .5% 

J37  老人介護支援センター 7 .5% 1.2% 

J38  有料老人ホーム 2 .1% .3% 

J39  老人デイサービス事業 9 .7% 1.5% 

J40  母子福祉センター 1 .1% .2% 

J41  更生保護施設 2 .1% .3% 

J42  介護老人保健施設 38 2.7% 6.3% 

J43  地域包括支援センター 114 8.2% 18.8% 

J44  通所介護 85 6.1% 14.0% 

$Q1  

種別 

J45  通所リハビリテーション 21 1.5% 3.5% 
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J46  短期入所生活介護 52 3.8% 8.6% 

J47  短期入所療養介護 18 1.3% 3.0% 

J48  特定施設入居者生活介護 1 .1% .2% 

J49  認知症対応型通所介護 14 1.0% 2.3% 

J50  小規模多機能型居宅介護 3 .2% .5% 

J51  認知症対応型共同生活介護 4 .3% .7% 

J53  地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 2 .1% .3% 

J54  居宅介護支援事業 61 4.4% 10.0% 

J55  介護予防通所介護 60 4.3% 9.9% 

J56  介護予防通所リハビリテーション 14 1.0% 2.3% 

J57  介護予防短期入所生活介護 37 2.7% 6.1% 

J58  介護予防短期入所療養介護 13 .9% 2.1% 

J59  介護予防認知症対応型通所介護 9 .7% 1.5% 

J60  介護予防小規模多機能型居宅介護 1 .1% .2% 

J61  介護予防認知症対応型共同生活介護 3 .2% .5% 

J62  介護予防支援事業 28 2.0% 4.6% 

J65  障害者支援施設 29 2.1% 4.8% 

J67  地域活動支援センター 24 1.7% 3.9% 

J69  生活介護 94 6.8% 15.5% 

J70  児童デイサービス 24 1.7% 3.9% 

J71  短期入所 27 2.0% 4.4% 

J73  共同生活介護 24 1.7% 3.9% 

J74  自立訓練 17 1.2% 2.8% 

J75  就労移行支援 30 2.2% 4.9% 

J76  就労継続支援 55 4.0% 9.0% 

J77  共同生活援助 8 .6% 1.3% 

J78  相談支援事業 54 3.9% 8.9% 

J80  その他 20 1.4% 3.3% 

合計 1383 100.0% 227.5% 

注） 無回答者1名を除く、608名を基数とした構成比は「ケースのパーセント」を参照のこと。 

該当のなかった種別は表から省略されている 

 

回答が多かったのは、地域包括支援センター、特別養護老人ホーム、生活介護、通所介護、居

宅介護支援事業、介護予防通所介護、病院、就労継続支援、相談支援事業、短期入所生活介護の

順である。 
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設問２ 貴機関・施設の所在地について、該当するものに一つ、○を付けてください。 

横浜市

39.9%

川崎市

13.2%
相模原市

6.1%

それ以外の市

町村

40.8%

所在地所在地所在地所在地

 
調査に協力を得た 609機関・施設の所在地は、横浜市が 40%（242機関・施設）、川崎市が 13%

（80 機関・施設）、相模原市が 6%（37 機関・施設）で、それ以外の市町村が 41%（247 機関・

施設）であった。 
 

 
設問３ 2009 年度に貴機関・施設で受け入れた、社会福祉士養成にかかる実習生の人数を記入し 

てください。 

なし

64.6%

1～3名
27.0%

4名以上

8.4%

2009年度受入数年度受入数年度受入数年度受入数

 
社会福祉士養成にかかる実習生の受け入れ数は、「なし」が 3 分の 2 に及び、1～3 名が合わせ

て 3割弱、4名以上は 1割未満に止まった。 
所属する社会福祉士の人数と実習生受け入れ数には明瞭な関連が認められ、社会福祉士が多い

機関・施設ほど受け入れ数も多かった。同様に、実習指導講習会修了者数が多い機関・施設ほど

受け入れ数も多かった。 
QQQQ5555N  N  N  N  社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 と と と と QQQQ3333N  N  N  N  2009200920092009年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ数 数 数 数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

91 11 3 105

86.7% 10.5% 2.9% 100.0%

179 51 13 243

73.7% 21.0% 5.3% 100.0%

82 46 11 139

59.0% 33.1% 7.9% 100.0%

37 46 22 105

35.2% 43.8% 21.0% 100.0%

389 154 49 592

65.7% 26.0% 8.3% 100.0%

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

いない

1～2名

3～4名

5名以上

Q5N  社

会福祉

士数

合計

なし 1～3名 4名以上

Q3N  2009年度受け入れ数

合計
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QQQQ6666N  N  N  N  実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 と と と と QQQQ3333N  N  N  N  2009200920092009年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ数 数 数 数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

313 91 23 427

73.3% 21.3% 5.4% 100.0%

40 53 16 109

36.7% 48.6% 14.7% 100.0%

11 17 10 38

28.9% 44.7% 26.3% 100.0%

364 161 49 574

63.4% 28.0% 8.5% 100.0%

度数

Q6N  実習指導者講

習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講

習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講

習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講

習修了者数 の %

いない

1名

2名以上

Q6N  実

習指導

者講習

修了者

数

合計

なし 1～3名 4名以上

Q3N  2009年度受け入れ数

合計

 

 

 

設問３ 付問１ 実習生を受け入れた時期について、該当するものに○を付けてください。 

（複数回答可） 

28.7 

40.2 

82.8 

18.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 

1月～3月

10月～12月

7月～9月

4月～6月

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた時期時期時期時期

 

実習生を受け入れた時期は、10～12月が 8割を超え最も多く、次いで 10～12月、1～3月、4
～6月の順であった。 
 
設問３ 付問２ 実習生を受け入れた期間（一人あたり）について、該当するものに○を付けて 

ください。（複数回答可） 

7.1 

19.3 

5.2 

44.8 

11.8 

53.3 

0 10 20 30 40 50 60 

その他

1人1人違う

8日間

12日間

15日間

23日間

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた期間期間期間期間

 
実習生を受け入れた期間は、23日間（180時間）が最も多く、次いで 12日間（90時間）が多

かった。 
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設問４ 2010 年度に貴機関・施設で受け入れる予定の、社会福祉士養成にかかる実習生の人数を記

入してください。予定なしの場合は０と記入してください。 

なし

66.3%

1～3名
26.0%

4名以上

7.8%

2010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数予定数予定数予定数

 
2010年度の受け入れ予定については、2009年度の受け入れ実績とほぼ同様の傾向にあり、「な

し」が 3分の 2に及び、1～3名が合わせて 3割弱、4名以上は 1割未満に止まった。 
ただし、2009年度に受け入れていなかった機関・施設のうち 1割弱が受け入れ予定ありに転じ

た一方、1～3名受け入れていた機関・施設のうち 3割弱が受け入れ予定なしに変わるなど、個々

の機関・施設における変化も認められた。 

QQQQ3333N  N  N  N  2009200920092009年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ数 数 数 数 と と と と QQQQ4444N  N  N  N  2010201020102010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数 予定数 予定数 予定数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

355 35 0 390

91.0% 9.0% .0% 100.0%

45 109 9 163

27.6% 66.9% 5.5% 100.0%

0 13 38 51

.0% 25.5% 74.5% 100.0%

400 157 47 604

66.2% 26.0% 7.8% 100.0%

度数

Q3N  2009年度受け入れ数 の %

度数

Q3N  2009年度受け入れ数 の %

度数

Q3N  2009年度受け入れ数 の %

度数

Q3N  2009年度受け入れ数 の %

なし

1～3名

4名以上

Q3N  2009年

度受け入れ

数

合計

なし 1～3名 4名以上

Q4N  2010年度受け入れ予定数

合計

 
 

QQQQ6666N  N  N  N  実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 と と と と QQQQ4444N  N  N  N  2010201020102010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数 予定数 予定数 予定数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

319 86 21 426

74.9% 20.2% 4.9% 100.0%

42 49 17 108

38.9% 45.4% 15.7% 100.0%

13 17 8 38

34.2% 44.7% 21.1% 100.0%

374 152 46 572

65.4% 26.6% 8.0% 100.0%

度数

Q6N  実習指導者講習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講習修了者数 の %

いない

1名

2名以上

Q6N  実

習指導

者講習

修了者

数

合計

なし 1～3名 4名以上

Q4N  2010年度受け入れ予定数

合計
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設問５ 貴機関・施設の職員のうち、社会福祉士資格保持者は何人ですか。該当者なしの場合は

０と記入してください。 

いない

17.7%

1～2名
40.9%

3～4名
23.7%

5名以上

17.7%

社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数

 
所属する社会福祉士の人数は、1～2 名と 3名以上がともに 4 割強を占め、「いない」も 2割弱

に及んでいる。 
所在地別にみると、横浜市では「いない」が 1 割強に止まり、3 名以上いる機関・施設が半数

近い。また、川崎市でも 3 名以上いる機関・施設が 4 割半ばに達しており、両市以外の市町村と

の差異が認められた。 
QQQQ2  2  2  2  所在地 所在地 所在地 所在地 と と と と QQQQ5555N  N  N  N  社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

27 93 72 40 232

11.6% 40.1% 31.0% 17.2% 100.0%

13 31 18 18 80

16.3% 38.8% 22.5% 22.5% 100.0%

9 14 5 7 35

25.7% 40.0% 14.3% 20.0% 100.0%

56 104 44 40 244

23.0% 42.6% 18.0% 16.4% 100.0%

105 242 139 105 591

17.8% 40.9% 23.5% 17.8% 100.0%

度数

Q2  所在地 の %

度数

Q2  所在地 の %

度数

Q2  所在地 の %

度数

Q2  所在地 の %

度数

Q2  所在地 の %

横浜市

川崎市

相模原市

それ以外の市町村

Q2  所

在地

合計

いない 1～2名 3～4名 5名以上

Q5N  社会福祉士数

合計

 

    

    

設問６ 設問５で回答した社会福祉士のうち、実習指導者講習会を修了された方は何人ですか。

該当者なしの場合は０と記入してください。 

いない

70.7%

1名
21.7%

2名以上

7.6%

実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数

 
実習指導者講習会修了者のいない機関・施設はほぼ 7 割を占め、1 名が 2 割強、2 名以上は 1

割未満に止まった。 
社会福祉士が多い機関・施設ほど実習指導者講習会修了者も多い傾向がみられた。 
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QQQQ5555N  N  N  N  社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 と と と と qqqq6666nn  nn  nn  nn  実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

191 44 8 243

78.6% 18.1% 3.3% 100.0%

93 35 12 140

66.4% 25.0% 8.6% 100.0%

59 27 18 104

56.7% 26.0% 17.3% 100.0%

343 106 38 487

70.4% 21.8% 7.8% 100.0%

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

1～2名

3～4名

5名以上

Q5N  社

会福祉

士数

合計

いない 1名 2名以上

q6nn  実習指導者講習修了者数

合計

 
    

設問７ 設問５で回答した社会福祉士のうち、2010年度の実習指導者講習会を受講予定の方は何 

人ですか。受講予定なしの場合は０と記入してください。 

いない

72.0%

1名
24.9%

2名以上

3.1%

実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習受講予定者受講予定者受講予定者受講予定者数数数数

 
実習指導者講習会受講予定者のいない機関・施設が 7割強を占め、1名がほぼ 4分の 1、2名以

上はわずかに止まった。 
 

 

設問８ 2011 年度以降、実習指導者の要件を満たした職員を配置して、社会福祉士養成にかかる

実習生を受け入れる予定がありますか。 

あり

32.2%

なし

43.6%

未定

24.2%

2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向意向意向意向

 
2011 年度以降の実習生受け入れ意向については、「あり」がほぼ 3 分の 1、「なし」が 4 割強、

「未定」が 4分の 1であった。 
受け入れ意向は、受け入れ実績、社会福祉士数、実習指導者講習会修了者数、実習指導者講習

会受講予定者との強い関連が認められた。 
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QQQQ3333N  N  N  N  2009200920092009年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ数 数 数 数 と と と と QQQQ8  20118  20118  20118  2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向 意向 意向 意向 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

61 227 99 387

15.8% 58.7% 25.6% 100.0%

93 28 36 157

59.2% 17.8% 22.9% 100.0%

37 3 9 49

75.5% 6.1% 18.4% 100.0%

191 258 144 593

32.2% 43.5% 24.3% 100.0%

度数

Q3N  2009年度受け入れ数 の %

度数

Q3N  2009年度受け入れ数 の %

度数

Q3N  2009年度受け入れ数 の %

度数

Q3N  2009年度受け入れ数 の %

なし

1～3名

4名以上

Q3N  2009年

度受け入れ

数

合計

あり なし 未定

Q8  2011年度以降受け入れ意向

合計

 

QQQQ5555N  N  N  N  社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 と と と と QQQQ8  20118  20118  20118  2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向 意向 意向 意向 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

4 79 22 105

3.8% 75.2% 21.0% 100.0%

57 120 61 238

23.9% 50.4% 25.6% 100.0%

61 39 33 133

45.9% 29.3% 24.8% 100.0%

65 17 22 104

62.5% 16.3% 21.2% 100.0%

187 255 138 580

32.2% 44.0% 23.8% 100.0%

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

度数

Q5N  社会福祉士数 の %

いない

1～2名

3～4名

5名以上

Q5N  社

会福祉

士数

合計

あり なし 未定

Q8  2011年度以降受け入れ意向

合計

 

QQQQ6666N  N  N  N  実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 と と と と QQQQ8  20118  20118  20118  2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向 意向 意向 意向 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

82 222 114 418

19.6% 53.1% 27.3% 100.0%

76 13 17 106

71.7% 12.3% 16.0% 100.0%

30 4 3 37

81.1% 10.8% 8.1% 100.0%

188 239 134 561

33.5% 42.6% 23.9% 100.0%

度数

Q6N  実習指導者講習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講習修了者数 の %

度数

Q6N  実習指導者講習修了者数 の %

いない

1名

2名以上

Q6N  実

習指導

者講習

修了者

数

合計

あり なし 未定

Q8  2011年度以降受け入れ意向

合計

 

QQQQ7777N  N  N  N  実習指導者講習受講予定者数 実習指導者講習受講予定者数 実習指導者講習受講予定者数 実習指導者講習受講予定者数 と と と と QQQQ8  20118  20118  20118  2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向 意向 意向 意向 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

80 231 113 424

18.9% 54.5% 26.7% 100.0%

93 6 20 119

78.2% 5.0% 16.8% 100.0%

13 0 2 15

86.7% .0% 13.3% 100.0%

186 237 135 558

33.3% 42.5% 24.2% 100.0%

度数

Q7N  実習指導者講習受講予定者数 の %

度数

Q7N  実習指導者講習受講予定者数 の %

度数

Q7N  実習指導者講習受講予定者数 の %

度数

Q7N  実習指導者講習受講予定者数 の %

いない

1名

2名以上

Q7N  実

習指導者

講習受講

予定者数

合計

あり なし 未定

Q8  2011年度以降受け入れ意向

合計
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設問８付問１ 実習生を受け入れる判断基準について、該当するものに○を付けてください。（複 

数回答可） 

6.3 

12.6 

13.6 

48.7 

48.7 

0 10 20 30 40 50 60 

その他

地元施設優先

地元・出身学生優先

年間受入数を制限

できる限り受け入れる

受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる判断基準判断基準判断基準判断基準

 

受け入れ予定ありと回答した 191機関・施設の受け入れ判断基準は、「依頼があればできる限り

受け入れる」と「年間の受け入れ人数を決めて受け入れる」がほぼ半数ずつに 2 分された。その

ほか、「地元在住か出身学生を優先」「地元大学・養成施設優先」が各 1割強であった。 
 

設問８付問２ 実習生を受け入れる予定がない理由について、該当するものに○を付けてくださ

い。（複数回答可） 

17.4 

4.2 

12.0 

28.6 

36.7 

45.9 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

その他

機関・施設の考え

つながりがない

社会福祉士がいない

スキルのある担当者がいない

業務多忙

受受受受けけけけ入入入入れれれれ予定予定予定予定のないのないのないのない理由理由理由理由

 
受け入れ予定なしと回答した 259機関・施設の理由については、「業務多忙で、実習を受け入れ

る余裕がない」（46%）が最も多く、以下、「実習指導のスキルのある担当者がいない」（37%）、「社

会福祉士がいない」（29%）の順であった。 
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13. 調査票Ⅱ ＜実習指導者用＞ 調査結果 

    

設問１ あなたの所属する機関・施設について、社会福祉士実習先一覧（別表）から選択して、

番号を記入してください。(複数回答も可) 

応答数 

  
N パーセント 

ケースのパ

ーセント 

J1  児童相談所 4 .7% 1.1% 

J2  乳児院 3 .5% .9% 

J3  母子生活支援施設 4 .7% 1.1% 

J4  児童養護施設 6 1.0% 1.7% 

J5  知的障害児施設 6 1.0% 1.7% 

J6  知的障害児通園施設 9 1.5% 2.6% 

J7  盲ろうあ児施設 2 .3% .6% 

J8  肢体不自由児施設 2 .3% .6% 

J10  情緒障害児短期治療施設 1 .2% .3% 

J14  病院 36 6.1% 10.3% 

J15  診療所 2 .3% .6% 

J19  救護施設 6 1.0% 1.7% 

J23  福祉事務所 26 4.4% 7.4% 

J24  市町村社会福祉協議会 34 5.8% 9.7% 

J25  婦人相談所 1 .2% .3% 

J26  婦人保護施設 1 .2% .3% 

J31  老人デイサービスセンター 6 1.0% 1.7% 

J32  老人短期入所施設 6 1.0% 1.7% 

J33  養護老人ホーム 2 .3% .6% 

J34  特別養護老人ホーム 41 6.9% 11.7% 

J35  軽費老人ホーム 2 .3% .6% 

J37  老人介護支援センター 3 .5% .9% 

J38  有料老人ホーム 1 .2% .3% 

J39  老人デイサービス事業 4 .7% 1.1% 

J42  介護老人保健施設 10 1.7% 2.9% 

J43  地域包括支援センター 72 12.2% 20.6% 

J44  通所介護 28 4.7% 8.0% 

J45  通所リハビリテーション 2 .3% .6% 

J46  短期入所生活介護 15 2.5% 4.3% 

J47  短期入所療養介護 1 .2% .3% 

J49  認知症対応型通所介護 6 1.0% 1.7% 

J50  小規模多機能型居宅介護 1 .2% .3% 

J53  地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 1 .2% .3% 

J54  居宅介護支援事業 22 3.7% 6.3% 

J55  介護予防通所介護 16 2.7% 4.6% 

J56  介護予防通所リハビリテーション 1 .2% .3% 

J57  介護予防短期入所生活介護 5 .8% 1.4% 

J58  介護予防短期入所療養介護 1 .2% .3% 

J59  介護予防認知症対応型通所介護 3 .5% .9% 

J62  介護予防支援事業 8 1.4% 2.3% 

$Q1  

種別 

J65  障害者支援施設 18 3.0% 5.2% 
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J67  地域活動支援センター 8 1.4% 2.3% 

J69  生活介護 52 8.8% 14.9% 

J70  児童デイサービス 6 1.0% 1.7% 

J71  短期入所 17 2.9% 4.9% 

J73  共同生活介護 7 1.2% 2.0% 

J74  自立訓練 7 1.2% 2.0% 

J75  就労移行支援 15 2.5% 4.3% 

J76  就労継続支援 16 2.7% 4.6% 

J77  共同生活援助 3 .5% .9% 

J78  相談支援事業 25 4.2% 7.2% 

J80  その他 17 2.9% 4.9% 

合計 591 100.0% 169.3% 

注） 無回答者4名を除く、349名を基数とした構成比は「ケースのパーセント」を参照のこと。 

該当のなかった種別は表から省略されている 

 

回答が多かったのは、地域包括支援センター、生活介護、特別養護老人ホーム、病院、市町村

社会福祉協議会、通所介護、福祉事務所、相談支援事業、障害者支援施設の順である。 

 

 

設問２ あなたの所属する機関・施設の所在地について、該当するものに一つ、○を付けてくだ

さい。 

横浜市

40.5%

川崎市

10.3%
相模原市

4.0%

それ以外の市

町村

45.3%

所在地所在地所在地所在地

 

調査に協力を得た実習指導者 353名の所属する機関・施設の所在地は、横浜市が 41%、川崎市

が 10%、相模原市が 4%、それ以外の市町村が 45%であった。 
 

設問３ あなたの主たる職種について、該当するものに一つ、○を付けてください。 

17.3 
0.3 

1.2 
2.0 

3.8 
3.8 

5.0 
12.3 

26.0 
28.4 

0 5 10 15 20 25 30 

その他

福祉司

保育士

介護職員

ケアマネジャー

現業員・ケースワーカー

福祉活動専門員等

施設長・所長等

生活相談・支援員

相談員・MSW・PSW

職種職種職種職種
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主たる職種は、相談員・MSW・PSW（28%）と生活相談・支援員（指導員）（26%）が多く、

次いで施設長・所長等（12%）であった。 
 

 

設問４ あなたの福祉職としての経験年数は何年ですか。(おおよその年数で結構です) 

5年未満

7.4%

5～9年
26.6%

10～19年
38.7%

20年以上

27.2%

福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数

 
福祉職としての経験年数は、10～19年が 4割近くに及び最も多く、20年以上と 5～9年も 3割

近くを占めた。平均経験年数は 14.2年であった。 
職種別に平均経験年数をみると、施設長・所長等が 22年、相談員・MSW・PSWが 14年、生

活相談・支援員（指導員）が 12年、その他が 13年であった。 
QQQQ3333N  N  N  N  職種 職種 職種 職種 と と と と QQQQ4444N  N  N  N  福祉職経験年数 福祉職経験年数 福祉職経験年数 福祉職経験年数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

0 3 12 27 42

.0% 7.1% 28.6% 64.3% 100.0%

6 19 43 21 89

6.7% 21.3% 48.3% 23.6% 100.0%

7 34 40 15 96

7.3% 35.4% 41.7% 15.6% 100.0%

13 33 38 28 112

11.6% 29.5% 33.9% 25.0% 100.0%

26 89 133 91 339

7.7% 26.3% 39.2% 26.8% 100.0%

度数

Q3N  職種 の %

度数

Q3N  職種 の %

度数

Q3N  職種 の %

度数

Q3N  職種 の %

度数

Q3N  職種 の %

施設長・所長等

生活相談・支援員

相談員・MSW・PSW

その他

Q3N  

職種

合計

5年未満 5～9年 10～19年 20年以上

Q4N  福祉職経験年数

合計

 
    

設問５ 今まで社会福祉士養成にかかる実習指導をされた経験から、困ったことはどのような事

ですか。該当するものに○を付けてください。(複数回答可) 

13.2 
3.9 

4.8 
6.1 
6.1 

11.3 
12.2 

25.7 
28.3 

30.9 
39.5 

40.5 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

その他

実習生の態度

職場の理解

指導者間の連携

実習生の人数

大学等との協議

他の実習との違いの明確化

専門的な指導が難しい

実習目的のあいまいさ

実習内容、プログラム

実習指導時間の確保

レベルのばらつき

困困困困ったことったことったことったこと
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実習指導で困った事では、「実習生のレベルにばらつきがある」（41%）と「実習指導時間がな

かなか取れない」（40%）がほぼ同率で上位にならび、次いで「実習内容、プログラムをどのよう

に行ったらよいか、わからない」（31%）、「実習目的があいまい」（28%）、「実習生に対して専門

的な指導が難しい」（26%）の順であった。 
 
困ったことを福祉職経験年数別にみると、経験年数の少ない層では「実習内容、プログラム」

や「実習指導時間の確保」が多く、経験年数の多い層では「レベルのばらつき」を指摘する人が

多かった。 

$$$$QQQQ5555****QQQQ4444N N N N クロスクロスクロスクロス表表表表

0 4 8 7 19

.0% 4.9% 6.6% 8.8%

0 3 8 1 12

.0% 3.7% 6.6% 1.3%

6 27 52 40 125

24.0% 32.9% 43.0% 50.0%

4 25 36 22 87

16.0% 30.5% 29.8% 27.5%

10 34 32 19 95

40.0% 41.5% 26.4% 23.8%

10 39 42 31 122

40.0% 47.6% 34.7% 38.8%

0 3 7 4 14

.0% 3.7% 5.8% 5.0%

2 8 7 2 19

8.0% 9.8% 5.8% 2.5%

9 22 28 19 78

36.0% 26.8% 23.1% 23.8%

3 8 14 13 38

12.0% 9.8% 11.6% 16.3%

2 7 17 9 35

8.0% 8.5% 14.0% 11.3%

3 12 14 12 41

12.0% 14.6% 11.6% 15.0%

25 82 121 80 308

Q5_1  実習生の人数

Q5_2  実習生の態度

Q5_3  レベルのばらつき

Q5_4  実習目的のあいまいさ

Q5_5  実習内容、プログラム

Q5_6  実習指導時間の確保

Q5_7  職場の理解

Q5_8  指導者間の連携

Q5_9  専門的な指導が難しい

Q5_10  他の実習との違いの

明確化

Q5_11  大学等との協議

Q5_12  その他

$Q5  実

習指導

で困っ

たこと

1

合計

5年未満 5～9年 10～19年 20年以上

Q4N  福祉職経験年数

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
1. 

 
 
実習指導者講習会受講の有無別にみると、受講者は「レベルのばらつき」と「実習指導時間の

確保」が多かったが、非受講者は「実習指導時間の確保」「レベルのばらつき」「実習内容、プロ

グラム」「専門的な指導が難しい」などに回答が分散した。 
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$$$$QQQQ5555****QQQQ9 9 9 9 クロスクロスクロスクロス表表表表

6 5 11

5.1% 5.0%

4 1 5

3.4% 1.0%

54 35 89

45.8% 34.7%

42 28 70

35.6% 27.7%

38 35 73

32.2% 34.7%

50 39 89

42.4% 38.6%

5 6 11

4.2% 5.9%

12 4 16

10.2% 4.0%

25 35 60

21.2% 34.7%

16 9 25

13.6% 8.9%

15 13 28

12.7% 12.9%

13 12 25

11.0% 11.9%

118 101 219

Q5_1  実習生の人数

Q5_2  実習生の態度

Q5_3  レベルのばらつき

Q5_4  実習目的のあいまいさ

Q5_5  実習内容、プログラム

Q5_6  実習指導時間の確保

Q5_7  職場の理解

Q5_8  指導者間の連携

Q5_9  専門的な指導が難しい

Q5_10  他の実習との違いの

明確化

Q5_11  大学等との協議

Q5_12  その他

$Q5  実

習指導

で困っ

たこと

1

合計

受講した 受講しない

Q9  実習指導者講習会受講の

有無

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
1. 

 

 

設問６ 神奈川県社会福祉士会に期待する事はありますか。該当するものに○をつけてください。 

(複数回答可) 

20.4 

5.8 

20.1 

27.1 

29.9 

37.8 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

特に期待することはない

その他

フォローアップ研修の開催

分野ごとの情報交換

大学等との情報交換

実習指導者講習会の開催

期待期待期待期待することすることすることすること

 
 

神奈川県社会福祉士会に期待する事は、「実習指導者講習会の開催」（38%）が最も多く、以下、

「大学、社会福祉士養成校等との情報交換」（30%）、「分野ごとの実習施設間の情報交換」（27%）、

「実習指導者フォローアップ研修の開催」（20%）の順であった。 
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福祉職経験年数別にみると、経験年数の少ない層ほど各種の期待が大きい点、特に「実習指導

者講習会の開催」への期待をあげる人が多い傾向がみられた。 
$$$$QQQQ6666****QQQQ4444N N N N クロスクロスクロスクロス表表表表

12 38 45 29 124

48.0% 43.7% 35.2% 33.7%

5 16 34 10 65

20.0% 18.4% 26.6% 11.6%

9 28 29 22 88

36.0% 32.2% 22.7% 25.6%

9 20 42 27 98

36.0% 23.0% 32.8% 31.4%

1 5 7 6 19

4.0% 5.7% 5.5% 7.0%

2 14 28 23 67

8.0% 16.1% 21.9% 26.7%

25 87 128 86 326

Q6_1  実習指導者講習会の開催

Q6_2  フォローアップ研修の開催

Q6_3  分野ごとの情報交換

Q6_4  大学等との情報交換

Q6_5  その他

Q6_6  特に期待することはない

$Q6  期

待するこ

と

1

合計

5年未満 5～9年 10～19年 20年以上

Q4N  福祉職経験年数

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
1. 

 
 
また、実習指導者講習会を受講していない層の半数が「実習指導者講習会の開催」を期待して

いる点も特筆できる。 

$$$$QQQQ6666****QQQQ9 9 9 9 クロスクロスクロスクロス表表表表

33 55 88

26.2% 50.0%

36 21 57

28.6% 19.1%

43 29 72

34.1% 26.4%

43 37 80

34.1% 33.6%

11 3 14

8.7% 2.7%

18 20 38

14.3% 18.2%

126 110 236

Q6_1  実習指導者講習会の開催

Q6_2  フォローアップ研修の開催

Q6_3  分野ごとの情報交換

Q6_4  大学等との情報交換

Q6_5  その他

Q6_6  特に期待することはない

$Q6  期

待するこ

と

1

合計

受講した 受講しない

Q9  実習指導者講習会受講の

有無

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
1. 
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設問７ あなたは社会福祉士資格をお持ちですか。 

持っている

72.5%

持っていない

27.5%

社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無有無有無有無

 
回答者（実習指導担当者）のうち、社会福祉士の資格を持っている人は 73%であった。 
 
社会福祉士の資格を有する人は相談員・MSW・PSWでは 88%であったのに対し、施設長・所

長等では 56%に止まった。 
QQQQ3333N  N  N  N  職種 職種 職種 職種 と と と と QQQQ7  7  7  7  社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無 有無 有無 有無 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

23 18 41

56.1% 43.9% 100.0%

63 24 87

72.4% 27.6% 100.0%

84 11 95

88.4% 11.6% 100.0%

73 39 112

65.2% 34.8% 100.0%

243 92 335

72.5% 27.5% 100.0%

度数

Q3N  職種 の %

度数

Q3N  職種 の %

度数

Q3N  職種 の %

度数

Q3N  職種 の %

度数

Q3N  職種 の %

施設長・所長等

生活相談・支援員

相談員・MSW・PSW

その他

Q3N  

職種

合計

持っている 持っていない

Q7  社会福祉士資格の有無

合計

 
 

福祉職経験年数と資格の有無には関連が認められなかった。 

QQQQ4444N  N  N  N  福祉職経験年数 福祉職経験年数 福祉職経験年数 福祉職経験年数 と と と と QQQQ7  7  7  7  社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無 有無 有無 有無 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

19 7 26

73.1% 26.9% 100.0%

68 23 91

74.7% 25.3% 100.0%

100 33 133

75.2% 24.8% 100.0%

61 32 93

65.6% 34.4% 100.0%

248 95 343

72.3% 27.7% 100.0%

度数

Q4N  福祉職経験年数 の %

度数

Q4N  福祉職経験年数 の %

度数

Q4N  福祉職経験年数 の %

度数

Q4N  福祉職経験年数 の %

度数

Q4N  福祉職経験年数 の %

5年未満

5～9年

10～19年

20年以上

Q4N  福

祉職経

験年数

合計

持っている 持っていない

Q7  社会福祉士資格の有無

合計
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設問８ あなたの社会福祉士資格取得後の相談援助職としての経験年数は何年ですか。(おおよそ

の年数) 

5年未満

29.6%

5～9年
42.0%

10年以上

28.4%

資格取得後資格取得後資格取得後資格取得後のののの経験年数経験年数経験年数経験年数

 
社会福祉士資格取得後の相談援助職としての経験年数は、5～9年が 42%、5年未満が 30%、10

年以上が 28%で、平均 7年であった。 
 
 

設問９ あなたは、実習指導者講習会を受講されましたか。該当するものに一つ、○を付けてく

ださい。 

受講した

51.6%

受講しない

48.4%

講習会受講講習会受講講習会受講講習会受講のののの有無有無有無有無

 
社会福祉士有資格者のうち実習指導者講習会を受講した人は 52%であった。 
 
資格取得後の経験年数では 5～9年の層（62%）が最も多かった。 

QQQQ8888N  N  N  N  資格取得後資格取得後資格取得後資格取得後のののの援助職経験年数 援助職経験年数 援助職経験年数 援助職経験年数 と と と と QQQQ
9  9  9  9  実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講のののの有無 有無 有無 有無 ののののｸﾛｸﾛｸﾛｸﾛ

ｽｽｽｽ表表表表

29 44 73

39.7% 60.3% 100.0%

65 40 105

61.9% 38.1% 100.0%

35 36 71

49.3% 50.7% 100.0%

129 120 249

51.8% 48.2% 100.0%

度数

Q8N  資格取得後の援

助職経験年数 の %

度数

Q8N  資格取得後の援

助職経験年数 の %

度数

Q8N  資格取得後の援

助職経験年数 の %

度数

Q8N  資格取得後の援

助職経験年数 の %

5年未満

5～9年

10年以上

Q8N  資

格取得後

の援助職

経験年数

合計

受講した 受講しない

Q9  実習指導者講習会受講の

有無

合計
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設問９付問１ あなたは、どの実習指導者講習会を受講されましたか。該当するものに一つ、○

を付けてください。 

ロフォス湘南

22.7%

日本社会福祉

士会

71.9%

日本医療社会事業

協会

5.5%

受講先受講先受講先受講先

 
実習指導者講習会の受講先では、日本社会福祉士会が 72%を占め最も多く、以下、ロフォス湘

南 23%、日本医療事業協会 6%であった。 
 

 

設問９付問２ 実習指導者講習会の受講費用は誰が負担しましたか。該当するものに一つ、○を

付けてください。 

所属が全額負

担

78.3%

所属が一部負担

1.6%

全額自己

負担

20.2%

費用負担費用負担費用負担費用負担

 
実習指導者講習会の費用負担は、所属（職場）が全額負担が 78%、一部負担が 2%、全額自己

負担が 20%であった。 
 
 
設問９付問３ 実習指導者講習会の内容で実習指導に役に立っていることはどのようなことです

か。該当するものに○を付けてください。(複数回答可) 

8.9 

8.1 

11.4 

12.2 

16.3 

31.7 

39.0 

39.8 

56.9 

0 10 20 30 40 50 60 

その他

個人情報の扱い

大学等との調整

実習契約書の作成

実習生への事前課題

実習生との事前面接

実習生へのスーパービジョン

実習マニュアルの作成

実習プログラムの作成

役役役役だっていることだっていることだっていることだっていること
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実習指導者講習会の内容で実習指導に役に立っていることは、「実習プログラムの作成」が 57%
に及び最も多く、以下、「職場内の実習マニュアルの作成」（40%）、「実習生へのスーパービジョ

ン」（39%）、「実習生との事前面接」（32%）の順であった。 
 
設問９付問４ あなたは実習指導者講習会を受ける予定がありますか。該当するものに一つ、○

を付けてください。 

2010年度中

43.7%

2011年度以降

4.2%
予定はない

15.1%

未定

34.5%

その他

2.5%
受講予定受講予定受講予定受講予定

 
実習指導者講習会未受講者の今後の予定については、2010 年度中に受ける予定の人が 44%、

2011年度以降に予定している人が 4%、予定がない人が 15%であり、未定も 35%を占めた。 
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14. 領域別集計結果（参考） 

 
 
種別 1から 12を児童領域、種別 14と 15を医療領域、種別 16から 30を相談機関等、種別 31

から 62を高齢領域、種別 65から 78を障害領域としてまとめて集計を行った。 
なお、領域をまたがる回答は集計から除外した。 

 

 

調査票Ⅰ 児童---------------------------24 

医療---------------------------25 

相談機関等---------------------26 

高齢---------------------------27 

障害---------------------------28 

領域別クロス集計---------------29 

 

 

調査票Ⅱ 児童---------------------------34 

医療---------------------------35 

相談機関等---------------------36 

高齢---------------------------37 

障害---------------------------38 

       領域別クロス集計---------------39 
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調査票Ⅰ領域別：児童　38件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

11.8%
相模原市

7.8%

横浜市

33.3%

それ以外の市

町村

47.1%

2010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数予定数予定数予定数

1～3名

32.0%

4名以上

24.0%

なし

44.0%

実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数

1名

15.6%

2名以上

8.9%

いない

75.5%

実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習受講予定者受講予定者受講予定者受講予定者数数数数

1名

21.4%

いない

71.5%

2名以上

7.1%

2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向意向意向意向

なし

36.7%

未定

24.5%

あり

38.8%

2009年度受入数年度受入数年度受入数年度受入数

1～3名

33.3%

4名以上

25.5%

なし

41.2%

社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数

1～2名

42.9%
3～4名

16.3%

いない

12.2%
5名以上

28.6%

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた時期時期時期時期

44.8

58.6

79.3

41.4

0 20 40 60 80 100

1月～3月

10月～12月

7月～9月

4月～6月

受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる判断基準判断基準判断基準判断基準

26.3

10.5

10.5

47.4

47.4

0 10 20 30 40 50

その他

地元施設優先

地元・出身学生優先

年間受入数を制限

できる限り受け入れる

受受受受けけけけ入入入入れれれれ予定予定予定予定のないのないのないのない理由理由理由理由

27.8

11.1

5.6

22.2

33.3

22.2

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

機関・施設の考え

つながりがない

社会福祉士がいない

スキルのある担当者がいない

業務多忙

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた期間期間期間期間

10.3

20.7

6.9

41.4

31.0

55.2

0 10 20 30 40 50 60

その他

1人1人違う

8日間

12日間

15日間

23日間
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調査票Ⅰ領域別：医療　62件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

11.4%

相模原市

2.9%

横浜市

40.0%

それ以外の市

町村45.7%

2010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数予定数予定数予定数

1～3名

20.6%

なし

75.0%

4名以上

4.4%

実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数

1名

15.6%

いない

76.6%

2名以上

7.8%

実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習受講予定者受講予定者受講予定者受講予定者数数数数

1名

23.8%

いない

74.6%

2名以上

1.6%

2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向意向意向意向

なし

41.2%

未定

33.8%

あり

25.0%

2009年度受入数年度受入数年度受入数年度受入数

1～3名

18.6%

なし

77.1%

4名以上

4.3%

社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数

1～2名

42.0%

3～4名

21.7%

いない

7.2%

5名以上

29.0%

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた時期時期時期時期

37.5

18.8

68.8

18.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

1月～3月

10月～12月

7月～9月

4月～6月

受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる判断基準判断基準判断基準判断基準

11.8

5.9

23.5

58.8

23.5

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

地元施設優先

地元・出身学生優先

年間受入数を制限

できる限り受け入れる

受受受受けけけけ入入入入れれれれ予定予定予定予定のないのないのないのない理由理由理由理由

10.7

10.7

10.7

17.9

42.9

67.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

機関・施設の考え

つながりがない

社会福祉士がいない

スキルのある担当者がいない

業務多忙

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた期間期間期間期間

25.0

6.3

6.3

43.8

18.8

31.3

0 10 20 30 40 50

その他

1人1人違う

8日間

12日間

15日間

23日間
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調査票Ⅰ領域別：相談機関等　70件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

10.3%

相模原市

5.1%

横浜市

44.9%

それ以外の市

町村39.7%

2010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数予定数予定数予定数

1～3名

41.0%

4名以上

15.4%

なし

43.6%

実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数

1名

21.5%

2名以上

13.8%

いない

64.7%

実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習受講予定者受講予定者受講予定者受講予定者数数数数

1名

26.3%

いない

68.4%

2名以上

5.3%

2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向意向意向意向

なし

34.8%

未定

27.5%

あり

37.7%

2009年度受入数年度受入数年度受入数年度受入数

1～3名

44.9%

4名以上

19.2%

なし

35.9%

社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数

1～2名

26.1%

3～4名

30.4%

いない

11.6%
5名以上

31.9%

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた時期時期時期時期

16.3

30.6

87.8

16.3

0 20 40 60 80 100

1月～3月

10月～12月

7月～9月

4月～6月

受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる判断基準判断基準判断基準判断基準

7.7

19.2

42.3

53.8

34.6

0 10 20 30 40 50 60

その他

地元施設優先

地元・出身学生優先

年間受入数を制限

できる限り受け入れる

受受受受けけけけ入入入入れれれれ予定予定予定予定のないのないのないのない理由理由理由理由

26.1

4.3

8.7

26.1

13.0

56.5

0 10 20 30 40 50 60

その他

機関・施設の考え

つながりがない

社会福祉士がいない

スキルのある担当者がいない

業務多忙

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた期間期間期間期間

4.0

20.0

4.0

78.0

8.0

30.0

0 20 40 60 80 100

その他

1人1人違う

8日間

12日間

15日間

23日間

-26-



調査票Ⅰ領域別：高齢　192件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

13.4%

相模原市

5.6%

横浜市

43.7%

それ以外の市

町村37.2%

2010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数予定数予定数予定数

1～3名

28.0%

4名以上

7.3%

なし

64.7%

実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数

1名

24.9%

2名以上

7.8%

いない

67.3%

実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習受講予定者受講予定者受講予定者受講予定者数数数数

1名

24.5%

いない

74.0%

2名以上

1.5%

2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向意向意向意向

なし

45.0%

未定

20.8%

あり

34.2%

2009年度受入数年度受入数年度受入数年度受入数

1～3名

26.3%

4名以上

7.3%

なし

66.4%

社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数

1～2名

45.3%

3～4名

27.2%

いない

12.1%
5名以上

15.5%

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた時期時期時期時期

27.3

46.8

81.8

13.0

0 20 40 60 80 100

1月～3月

10月～12月

7月～9月

4月～6月

受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる判断基準判断基準判断基準判断基準

2.5

19.0

15.2

49.4

48.1

0 10 20 30 40 50 60

その他

地元施設優先

地元・出身学生優先

年間受入数を制限

できる限り受け入れる

受受受受けけけけ入入入入れれれれ予定予定予定予定のないのないのないのない理由理由理由理由

11.4

3.8

8.6

24.8

41.9

44.8

0 10 20 30 40 50

その他

機関・施設の考え

つながりがない

社会福祉士がいない

スキルのある担当者がいない

業務多忙

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた期間期間期間期間

6.4

21.8

7.7

41.0

7.7

57.7

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

1人1人違う

8日間

12日間

15日間

23日間
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調査票Ⅰ領域別：障害　175件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

16.3%

相模原市

6.3%

横浜市

37.1%

それ以外の市

町村40.3%

2010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数予定数予定数予定数

1～3名

21.3%

なし

72.4%

4名以上

6.3%

実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数実習指導者講習修了者数

1名

25.9%

いない

70.0%

2名以上

4.1%

実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習実習指導者講習受講予定者受講予定者受講予定者受講予定者数数数数

1名

26.9%

いない

68.3%

2名以上

4.8%

2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向意向意向意向

なし

42.3%

未定

26.8%

あり

30.9%

2009年度受入数年度受入数年度受入数年度受入数

1～3名

25.8%

なし

68.8%

4名以上

5.4%

社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数社会福祉士数

1～2名

38.1%

3～4名

21.1%

いない

22.9%
5名以上

17.9%

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた時期時期時期時期

31.8

43.9

84.8

16.7

0 20 40 60 80 100

1月～3月

10月～12月

7月～9月

4月～6月

受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる判断基準判断基準判断基準判断基準

1.5

10.3

10.3

45.6

58.8

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

地元施設優先

地元・出身学生優先

年間受入数を制限

できる限り受け入れる

受受受受けけけけ入入入入れれれれ予定予定予定予定のないのないのないのない理由理由理由理由

22.6

2.2

17.2

29.0

34.4

41.9

0 10 20 30 40 50

その他

機関・施設の考え

つながりがない

社会福祉士がいない

スキルのある担当者がいない

業務多忙

受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた期間期間期間期間

3.0

19.4

9.0

29.9

9.0

67.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

1人1人違う

8日間

12日間

15日間

23日間
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調査票Ⅰ・領域別クロス集計 

 

QQQQ1  1  1  1  種別種別種別種別

38 6.2 7.1 7.1

62 10.2 11.5 18.6

70 11.5 13.0 31.7

192 31.5 35.8 67.4

175 28.7 32.6 100.0

537 88.2 100.0

72 11.8

609 100.0

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

合計

有効

集計除外欠損値

合計

度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ2  2  2  2  所在地 所在地 所在地 所在地 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

14 5 4 15 38

36.8% 13.2% 10.5% 39.5% 100.0%

25 8 1 28 62

40.3% 12.9% 1.6% 45.2% 100.0%

33 6 4 27 70

47.1% 8.6% 5.7% 38.6% 100.0%

84 23 12 70 189

44.4% 12.2% 6.3% 37.0% 100.0%

64 27 12 72 175

36.6% 15.4% 6.9% 41.1% 100.0%

220 69 33 212 534

41.2% 12.9% 6.2% 39.7% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

横浜市 川崎市 相模原市

それ以外

の市町村

Q2  所在地

合計

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ3333N  N  N  N  2009200920092009年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ数 数 数 数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

14 13 11 38

36.8% 34.2% 28.9% 100.0%

49 11 2 62

79.0% 17.7% 3.2% 100.0%

27 32 11 70

38.6% 45.7% 15.7% 100.0%

134 44 12 190

70.5% 23.2% 6.3% 100.0%

130 37 8 175

74.3% 21.1% 4.6% 100.0%

354 137 44 535

66.2% 25.6% 8.2% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

なし 1～3名 4名以上

Q3N  2009年度受け入れ数

合計
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QQQQ1111****$$$$QQQQ3333____1 1 1 1 クロスクロスクロスクロス表表表表

11 19 14 11 23

47.8% 82.6% 60.9% 47.8%

3 9 2 4 13

23.1% 69.2% 15.4% 30.8%

7 37 11 5 42

16.7% 88.1% 26.2% 11.9%

6 43 26 16 55

10.9% 78.2% 47.3% 29.1%

6 36 18 16 42

14.3% 85.7% 42.9% 38.1%

33 144 71 52 175

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

Q3_1_1  4

月～6月

Q3_1_2  7

月～9月

Q3_1_3  10

月～12月

Q3_1_4  1

月～3月

$Q3_1  実習生を受け入れた時期

a

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
a. 

 
 

QQQQ1111****$$$$QQQQ3333____2 2 2 2 クロスクロスクロスクロス表表表表

15 9 10 1 5 2 23

65.2% 39.1% 43.5% 4.3% 21.7% 8.7%

5 2 7 0 0 4 13

38.5% 15.4% 53.8% .0% .0% 30.8%

13 4 33 1 8 1 43

30.2% 9.3% 76.7% 2.3% 18.6% 2.3%

32 4 21 1 13 4 56

57.1% 7.1% 37.5% 1.8% 23.2% 7.1%

32 4 9 2 10 0 43

74.4% 9.3% 20.9% 4.7% 23.3% .0%

97 23 80 5 36 11 178

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

Q3_2_1

23日間

Q3_2_2 

15日間

Q3_2_3 

12日間

Q3_2_4 

8日間

Q3_2_5  

一人一人

違う

Q3_2_6

その

他

$Q3_2  実習生を受け入れた期間

a

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
a. 
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QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ4444N  N  N  N  2010201020102010年度受年度受年度受年度受けけけけ入入入入れれれれ予定数 予定数 予定数 予定数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

14 13 11 38

36.8% 34.2% 28.9% 100.0%

47 12 2 61

77.0% 19.7% 3.3% 100.0%

32 30 8 70

45.7% 42.9% 11.4% 100.0%

130 50 10 190

68.4% 26.3% 5.3% 100.0%

136 31 8 175

77.7% 17.7% 4.6% 100.0%

359 136 39 534

67.2% 25.5% 7.3% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

なし 1～3名 4名以上

Q4N  2010年度受け入れ予定数

合計

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ5555N  N  N  N  社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 社会福祉士数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

4 17 7 8 36

11.1% 47.2% 19.4% 22.2% 100.0%

5 27 15 15 62

8.1% 43.5% 24.2% 24.2% 100.0%

8 17 19 17 61

13.1% 27.9% 31.1% 27.9% 100.0%

27 92 50 22 191

14.1% 48.2% 26.2% 11.5% 100.0%

47 71 34 22 174

27.0% 40.8% 19.5% 12.6% 100.0%

91 224 125 84 524

17.4% 42.7% 23.9% 16.0% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

いない 1～2名 3～4名 5名以上

Q5N  社会福祉士数

合計

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と qqqq6666nn  nn  nn  nn  実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 実習指導者講習修了者数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

26 5 3 34

76.5% 14.7% 8.8% 100.0%

45 8 4 57

78.9% 14.0% 7.0% 100.0%

40 10 7 57

70.2% 17.5% 12.3% 100.0%

112 37 15 164

68.3% 22.6% 9.1% 100.0%

91 30 7 128

71.1% 23.4% 5.5% 100.0%

314 90 36 440

71.4% 20.5% 8.2% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

いない 1名 2名以上

q6nn  実習指導者講習修了者数

合計
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QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と qqqq7777nn  nn  nn  nn  実習指導者講習受講予定者数 実習指導者講習受講予定者数 実習指導者講習受講予定者数 実習指導者講習受講予定者数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

22 8 2 32

68.8% 25.0% 6.3% 100.0%

41 14 0 55

74.5% 25.5% .0% 100.0%

35 12 2 49

71.4% 24.5% 4.1% 100.0%

121 37 1 159

76.1% 23.3% .6% 100.0%

85 34 6 125

68.0% 27.2% 4.8% 100.0%

304 105 11 420

72.4% 25.0% 2.6% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

いない 1名 2名以上

q7nn  実習指導者講習受講予定者数

合計

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ8  20118  20118  20118  2011年度以降受年度以降受年度以降受年度以降受けけけけ入入入入れれれれ意向 意向 意向 意向 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

17 13 7 37

45.9% 35.1% 18.9% 100.0%

15 25 21 61

24.6% 41.0% 34.4% 100.0%

20 23 18 61

32.8% 37.7% 29.5% 100.0%

64 91 35 190

33.7% 47.9% 18.4% 100.0%

54 77 44 175

30.9% 44.0% 25.1% 100.0%

170 229 125 524

32.4% 43.7% 23.9% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

あり なし 未定

Q8  2011年度以降受け入れ意向

合計

 
 

QQQQ1111****$$$$QQQQ8888____1 1 1 1 クロスクロスクロスクロス表表表表

8 8 2 1 5 17

47.1% 47.1% 11.8% 5.9% 29.4%

4 8 1 3 2 15

26.7% 53.3% 6.7% 20.0% 13.3%

7 10 3 7 2 20

35.0% 50.0% 15.0% 35.0% 10.0%

33 30 10 5 2 64

51.6% 46.9% 15.6% 7.8% 3.1%

34 24 3 2 1 54

63.0% 44.4% 5.6% 3.7% 1.9%

86 80 19 18 12 170

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

Q8_1_1  で

きる限り受

け入れる

Q8_1_2  

年間受入

数を制限

Q8_1_3  地

元施設優

先

Q8_1_4  地

元・出身学

生優先

Q8_1_6  

その他

$Q8_1  受け入れる判断基準

a

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
a. 
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QQQQ1111****$$$$QQQQ8888____2 2 2 2 クロスクロスクロスクロス表表表表

2 3 4 1 0 4 13

15.4% 23.1% 30.8% 7.7% .0% 30.8%

5 11 19 2 2 2 25

20.0% 44.0% 76.0% 8.0% 8.0% 8.0%

6 3 12 1 2 6 22

27.3% 13.6% 54.5% 4.5% 9.1% 27.3%

25 38 38 4 8 11 92

27.2% 41.3% 41.3% 4.3% 8.7% 12.0%

24 24 31 2 15 18 77

31.2% 31.2% 40.3% 2.6% 19.5% 23.4%

62 79 104 10 27 41 229

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

Q8_2_1  

社会福祉

士がいな

い

Q8_2_2  ス

キルのある

担当者が

いない

Q8_2_3  

業務多

忙

Q8_2_4  

機関・施

設の考

え

Q8_2_5  

つながり

がない

Q8_2_6 

その他

$Q8_2  受け入れ予定のない理由

a

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
a. 
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調査票Ⅱ領域別：児童　31件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

5.6%

相模原市

5.6%

横浜市

50.0%

それ以外の市町

村

38.9%

福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数

5～9年

19.4%

10～19年

16.7%

5年未満

13.9%

20年以上

50.0%

社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無有無有無有無

持っていない

32.4%

持っている

67.6%

資格取得後資格取得後資格取得後資格取得後のののの経験年数経験年数経験年数経験年数

5～9年

34.8%

10年以上

34.8%

5年未満

30.4%

講習会受講講習会受講講習会受講講習会受講のののの有無有無有無有無

受講しない

52.2%

受講した

47.8%

受講先受講先受講先受講先

日本社会福祉士

会

63.6%

ロフォス湘南

36.4%

日本医療社会事

業協会

0.0%

費用負担費用負担費用負担費用負担

所属が全額負担

100.0%

所属が一部負担

0.0%

全額自己負担

0.0%

受講予定受講予定受講予定受講予定

2011年度以降

0.0%

予定はない

18.2%

2010年度中

54.5%

未定

27.3%

その他

0.0%

職種職種職種職種

20.0

2.9

5.7

0.0

0.0

5.7

0.0

14.3

34.3

17.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

福祉司

保育士

介護職員

ケアマネジャー

現業員・ケースワーカー

福祉活動専門員等

施設長・所長等

生活相談・支援員

相談員・MSW・PSW

困困困困ったことったことったことったこと

12.5

0.0

3.1

6.3

9.4

15.6

37.5

25.0

21.9

28.1

34.4

53.1

0 10 20 30 40 50 60

その他

実習生の態度

職場の理解

指導者間の連携

実習生の人数

大学等との協議

他の実習との違いの明確化

専門的な指導が難しい

実習目的のあいまいさ

実習内容、プログラム

実習指導時間の確保

レベルのばらつき

期待期待期待期待することすることすることすること

14.7

8.8

17.6

41.2

38.2

50.0

0 10 20 30 40 50 60

特に期待することはない

その他

フォローアップ研修の開催

分野ごとの情報交換

大学等との情報交換

実習指導者講習会の開催

役役役役だっていることだっていることだっていることだっていること

0.0

11.1

0.0

11.1

22.2

11.1

66.7

33.3

77.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他

個人情報の扱い

大学等との調整

実習契約書の作成

実習生への事前課題

実習生との事前面接

実習生へのスーパービジョン

実習マニュアルの作成

実習プログラムの作成
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調査票Ⅱ領域別：医療　37件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

2.6%

相模原市

2.6%

横浜市

44.7%
それ以外の市町

村

50.1%

福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数

5～9年

34.2%

10～19年

42.1%

5年未満

2.6%

20年以上

21.1%

社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無有無有無有無

持っている

97.4%

持っていない

2.6%

資格取得後資格取得後資格取得後資格取得後のののの経験年数経験年数経験年数経験年数

5～9年

45.9%

10年以上

45.9%

5年未満

8.1%

講習会受講講習会受講講習会受講講習会受講のののの有無有無有無有無

受講しない

59.5%

受講した

40.5%

受講先受講先受講先受講先

日本社会福祉士

会

50.0%

ロフォス湘南7.1％
湘南

7.1%

日本医療社会事

業協会

42.9%

費用負担費用負担費用負担費用負担

所属が一部負担

0.0%

全額自己負担

80.0%

所属が全額負担

20.0%

受講予定受講予定受講予定受講予定

2011年度以降

9.1%

予定はない

22.7%

その他

0.0%

2010年度中

27.3%

未定

40.9%

職種職種職種職種

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
100.0

0 20 40 60 80 100

その他

福祉司

保育士

介護職員

ケアマネジャー

現業員・ケースワーカー

福祉活動専門員等

施設長・所長等

生活相談・支援員

相談員・MSW・PSW

困困困困ったことったことったことったこと

20.7

0.0

3.4

6.9

0.0

10.3

0.0

17.2

31.0

24.1

48.3

34.5

0 10 20 30 40 50 60

その他

実習生の態度

職場の理解

指導者間の連携

実習生の人数

大学等との協議

他の実習との違いの明確化

専門的な指導が難しい

実習目的のあいまいさ

実習内容、プログラム

実習指導時間の確保

レベルのばらつき

期待期待期待期待することすることすることすること

18.8

6.3

21.9

31.3

37.5

40.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

特に期待することはない

その他

フォローアップ研修の開催

分野ごとの情報交換

大学等との情報交換

実習指導者講習会の開催

役役役役だっていることだっていることだっていることだっていること

14.3

21.4

28.6

14.3

21.4

35.7

57.1

57.1

92.9

0 20 40 60 80 100

その他

個人情報の扱い

大学等との調整

実習契約書の作成

実習生への事前課題

実習生との事前面接

実習生へのスーパービジョン

実習マニュアルの作成

実習プログラムの作成
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調査票Ⅱ領域別：相談機関等　66件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

10.4%

相模原市

3.0%

横浜市

38.8%

それ以外の市町

村

47.8%

福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数

5～9年

24.2%

10～19年

36.4%

5年未満

13.6%

20年以上

25.8%

社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無有無有無有無

持っていない

37.3%

持っている

62.7%

資格取得後資格取得後資格取得後資格取得後のののの経験年数経験年数経験年数経験年数

5～9年

45.2%

10年以上

26.2%

5年未満

28.6%

講習会受講講習会受講講習会受講講習会受講のののの有無有無有無有無

受講しない

54.8%

受講した

45.2%

受講先受講先受講先受講先

日本社会福祉士

会

78.9%

ロフォス湘南

21.1%

日本医療社会事

業協会

0.0%

費用負担費用負担費用負担費用負担

全額自己負担

5.3%

所属が全額負担

94.7%

所属が一部負担

0.0%

受講予定受講予定受講予定受講予定

2011年度以降

0.0%

予定はない

4.3%

その他

8.7%

2010年度中

17.4%

未定

69.6%

職種職種職種職種

34.8

0.0

0.0

3.0

0.0

16.7

21.2

12.1

6.1

6.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

福祉司

保育士

介護職員

ケアマネジャー

現業員・ケースワーカー

福祉活動専門員等

施設長・所長等

生活相談・支援員

相談員・MSW・PSW

困困困困ったことったことったことったこと

15.2

10.6

13.6

6.1

10.6

16.7

1.5

25.8

30.3

30.3

37.9

43.9

0 10 20 30 40 50

その他

実習生の態度

職場の理解

指導者間の連携

実習生の人数

大学等との協議

他の実習との違いの明確化

専門的な指導が難しい

実習目的のあいまいさ

実習内容、プログラム

実習指導時間の確保

レベルのばらつき

期待期待期待期待することすることすることすること

23.4

6.3

12.5

29.7

25.0

40.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

特に期待することはない

その他

フォローアップ研修の開催

分野ごとの情報交換

大学等との情報交換

実習指導者講習会の開催

役役役役だっていることだっていることだっていることだっていること

10.5

5.3

5.3

10.5

15.8

21.1

26.3

26.3

57.9

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

個人情報の扱い

大学等との調整

実習契約書の作成

実習生への事前課題

実習生との事前面接

実習生へのスーパービジョン

実習マニュアルの作成

実習プログラムの作成
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調査票Ⅱ領域別：高齢　112件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

10.7%

相模原市

5.7%

横浜市

41.0%

それ以外の市町

村

42.6%

福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数

5～9年

31.4%

10～19年

44.6%

5年未満

5.8%20年以上

18.2%

社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無有無有無有無

持っていない

20.0%

持っている

80.0%

資格取得後資格取得後資格取得後資格取得後のののの経験年数経験年数経験年数経験年数

5～9年

44.8%

10年以上

15.6%

5年未満

39.6%

講習会受講講習会受講講習会受講講習会受講のののの有無有無有無有無

受講しない

43.2%

受講した

56.8%

受講先受講先受講先受講先

日本社会福祉士

会

77.7%

ロフォス湘南

20.4%

日本医療社会事

業協会

1.9%

費用負担費用負担費用負担費用負担

所属が一部負担

3.7%

全額自己負担

20.4%

所属が全額負担

75.9%

受講予定受講予定受講予定受講予定

2011年度以降

2.4%

予定はない

17.1%

2010年度中

51.3%

未定

26.8%

その他

2.4%

職種職種職種職種

19.7

0.0

0.0

1.7

11.1

0.0

3.4

7.7

27.4

29.1

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

福祉司

保育士

介護職員

ケアマネジャー

現業員・ケースワーカー

福祉活動専門員等

施設長・所長等

生活相談・支援員

相談員・MSW・PSW

困困困困ったことったことったことったこと

15.9

3.7

1.9

8.4

3.7

5.6

7.5

33.6

27.1

36.4

33.6

32.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

実習生の態度

職場の理解

指導者間の連携

実習生の人数

大学等との協議

他の実習との違いの明確化

専門的な指導が難しい

実習目的のあいまいさ

実習内容、プログラム

実習指導時間の確保

レベルのばらつき

期待期待期待期待することすることすることすること

17.5

3.5

26.3

26.3

29.8

33.3

0 5 10 15 20 25 30 35

特に期待することはない

その他

フォローアップ研修の開催

分野ごとの情報交換

大学等との情報交換

実習指導者講習会の開催

役役役役だっていることだっていることだっていることだっていること

3.9

7.8

15.7

15.7

17.6

39.2

25.5

37.3

47.1

0 10 20 30 40 50

その他

個人情報の扱い

大学等との調整

実習契約書の作成

実習生への事前課題

実習生との事前面接

実習生へのスーパービジョン

実習マニュアルの作成

実習プログラムの作成
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調査票Ⅱ領域別：障害　76件

所在地所在地所在地所在地

川崎市

15.2%

相模原市

2.2%

横浜市

41.3%

それ以外の市町

村

41.3%

福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数福祉職経験年数

5～9年

25.0%

10～19年

35.9%

5年未満

5.4%

20年以上

33.7%

社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無有無有無有無

持っていない

37.8%

持っている

62.2%

資格取得後資格取得後資格取得後資格取得後のののの経験年数経験年数経験年数経験年数

5～9年

38.2%

10年以上

32.7%

5年未満

29.1%

講習会受講講習会受講講習会受講講習会受講のののの有無有無有無有無

受講しない

48.2%
受講した

51.8%

受講先受講先受講先受講先

日本社会福祉士

会

79.3%

ロフォス湘南

20.7%

日本医療社会事

業協会0.0%

費用負担費用負担費用負担費用負担

所属が一部負担

0.0%

全額自己負担

10.3%

所属が全額負担

89.7%

受講予定受講予定受講予定受講予定

2011年度以降

11.5%

予定はない

11.5%

その他

0.0%

2010年度中

65.5%

未定

11.5%

職種職種職種職種

9.0

0.0

1.1

3.4

1.1

0.0

2.2

24.7

39.3

19.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

その他

福祉司

保育士

介護職員

ケアマネジャー

現業員・ケースワーカー

福祉活動専門員等

施設長・所長等

生活相談・支援員

相談員・MSW・PSW

困困困困ったことったことったことったこと

8.5

4.9

4.9

3.7

6.1

13.4

18.3

23.2

26.8

30.5

42.7

40.2

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

その他

実習生の態度

職場の理解

指導者間の連携

実習生の人数

大学等との協議

他の実習との違いの明確化

専門的な指導が難しい

実習目的のあいまいさ

実習内容、プログラム

実習指導時間の確保

レベルのばらつき

期待期待期待期待することすることすることすること

19.5

8.0

16.1

23.0

29.9

34.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

特に期待することはない

その他

フォローアップ研修の開催

分野ごとの情報交換

大学等との情報交換

実習指導者講習会の開催

役役役役だっていることだっていることだっていることだっていること

18.5

3.7

7.4

7.4

11.1

25.9

51.9

40.7

55.6

0 10 20 30 40 50 60

その他

個人情報の扱い

大学等との調整

実習契約書の作成

実習生への事前課題

実習生との事前面接

実習生へのスーパービジョン

実習マニュアルの作成

実習プログラムの作成
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調査票Ⅱ・領域別クロス集計 

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別種別種別種別

31 8.8 9.6 9.6

37 10.5 11.5 21.1

66 18.7 20.5 41.6

112 31.7 34.8 76.4

76 21.5 23.6 100.0

322 91.2 100.0

31 8.8

353 100.0

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

合計

有効

集計除外欠損値

合計

度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ2  2  2  2  所在地 所在地 所在地 所在地 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

17 2 2 10 31

54.8% 6.5% 6.5% 32.3% 100.0%

16 1 1 19 37

43.2% 2.7% 2.7% 51.4% 100.0%

26 6 2 31 65

40.0% 9.2% 3.1% 47.7% 100.0%

43 12 7 49 111

38.7% 10.8% 6.3% 44.1% 100.0%

29 13 2 32 76

38.2% 17.1% 2.6% 42.1% 100.0%

131 34 14 141 320

40.9% 10.6% 4.4% 44.1% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

横浜市 川崎市 相模原市

それ以外

の市町村

Q2  所在地

合計

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ3  3  3  3  職種 職種 職種 職種 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

3 11 6 0 0 2 2 1 0 6 31

9.7% 35.5% 19.4% .0% .0% 6.5% 6.5% 3.2% .0% 19.4% 100.0%

0 0 37 0 0 0 0 0 0 0 37

.0% .0% 100.0% .0% .0% .0% .0% .0% .0% .0% 100.0%

7 4 4 0 2 0 11 0 13 23 64

10.9% 6.3% 6.3% .0% 3.1% .0% 17.2% .0% 20.3% 35.9% 100.0%

8 31 31 12 2 0 0 0 1 21 106

7.5% 29.2% 29.2% 11.3% 1.9% .0% .0% .0% .9% 19.8% 100.0%

19 33 13 0 3 1 0 0 0 5 74

25.7% 44.6% 17.6% .0% 4.1% 1.4% .0% .0% .0% 6.8% 100.0%

37 79 91 12 7 3 13 1 14 55 312

11.9% 25.3% 29.2% 3.8% 2.2% 1.0% 4.2% .3% 4.5% 17.6% 100.0%

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

施設

長・所

長等

生活

相

談・

支援

員

相談

員・

MS

W・

PSW

ケア

マネ

ジャ

ー

介護

職員

保育

士

現業

員・

ケー

ス

ワー

カー

福祉

司

福祉

活動

専門

員等

その

他

Q3  職種

合計
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QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ4444N  N  N  N  福祉職経験年数 福祉職経験年数 福祉職経験年数 福祉職経験年数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

5 7 6 13 31

16.1% 22.6% 19.4% 41.9% 100.0%

1 13 16 7 37

2.7% 35.1% 43.2% 18.9% 100.0%

9 16 23 16 64

14.1% 25.0% 35.9% 25.0% 100.0%

6 32 51 21 110

5.5% 29.1% 46.4% 19.1% 100.0%

4 17 31 24 76

5.3% 22.4% 40.8% 31.6% 100.0%

25 85 127 81 318

7.9% 26.7% 39.9% 25.5% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

5年未満 5～9年 10～19年 20年以上

Q4N  福祉職経験年数

合計

 
 

QQQQ1111****$$$$QQQQ5 5 5 5 クロスクロスクロスクロス表表表表

3 0 15 7 8 10 1 1 7 10 4 3 27

11.1% .0% 55.6% 25.9% 29.6% 37.0% 3.7% 3.7% 25.9% 37.0% 14.8% 11.1%

0 0 10 9 7 14 1 2 4 0 3 5 28

.0% .0% 35.7% 32.1% 25.0% 50.0% 3.6% 7.1% 14.3% .0% 10.7% 17.9%

6 5 29 20 20 25 8 4 16 1 11 10 64

9.4% 7.8% 45.3% 31.3% 31.3% 39.1% 12.5% 6.3% 25.0% 1.6% 17.2% 15.6%

3 2 31 27 35 34 1 9 33 8 5 16 98

3.1% 2.0% 31.6% 27.6% 35.7% 34.7% 1.0% 9.2% 33.7% 8.2% 5.1% 16.3%

4 3 27 20 20 32 3 2 14 13 9 4 68

5.9% 4.4% 39.7% 29.4% 29.4% 47.1% 4.4% 2.9% 20.6% 19.1% 13.2% 5.9%

16 10 112 83 90 115 14 18 74 32 32 38 285

児童

領域

医療

領域

相談

機関

等

高齢

領域

障害

領域

Q1

種

別

合計

Q5_1

実習

生

の

人数

Q5_

2  

実

習

生

の

態

度

Q5_3

レベ

ル

のば

らつ

き

Q5_4

実習

目的

のあ

いま

いさ

Q5_

5  

実

習

内

容、

プロ

グラ

ム

Q5_6

実習

指導

時間

の

確保

Q5_7

職場

の

理解

Q5_

8  

指

導

者

間

の

連

携

Q5_9 

専門

的な

指導

が難

しい

Q5_

10  

他

の

実習

との

違

いの

明確

化

Q5_

11  

大学

等と

の協

議

Q5_

12  

そ

の

他

$Q5  実習指導で困ったこと

a

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
a. 
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QQQQ1111****$$$$QQQQ6 6 6 6 クロスクロスクロスクロス表表表表

15 6 13 11 2 4 29

51.7% 20.7% 44.8% 37.9% 6.9% 13.8%

13 7 9 12 2 6 31

41.9% 22.6% 29.0% 38.7% 6.5% 19.4%

26 8 18 15 4 15 62

41.9% 12.9% 29.0% 24.2% 6.5% 24.2%

35 28 27 30 4 20 104

33.7% 26.9% 26.0% 28.8% 3.8% 19.2%

25 12 15 21 6 16 72

34.7% 16.7% 20.8% 29.2% 8.3% 22.2%

114 61 82 89 18 61 298

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

Q6_1  実

習指導

者講習

会の開

催

Q6_2  

フォロー

アップ研

修の開

催

Q6_3  

分野ご

との情

報交換

Q6_4  

大学等

との情

報交換

Q6_5  

その

他

Q6_6  

特に期

待する

ことは

ない

$Q6  期待すること

a

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
a. 

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ7  7  7  7  社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格のののの有無 有無 有無 有無 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

21 8 29

72.4% 27.6% 100.0%

36 1 37

97.3% 2.7% 100.0%

41 24 65

63.1% 36.9% 100.0%

89 21 110

80.9% 19.1% 100.0%

47 28 75

62.7% 37.3% 100.0%

234 82 316

74.1% 25.9% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

持っている 持っていない

Q7  社会福祉士資格の有無

合計
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QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ8888N  N  N  N  資格取得後資格取得後資格取得後資格取得後のののの援助職経験年数 援助職経験年数 援助職経験年数 援助職経験年数 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

7 8 6 21

33.3% 38.1% 28.6% 100.0%

3 17 16 36

8.3% 47.2% 44.4% 100.0%

12 18 11 41

29.3% 43.9% 26.8% 100.0%

36 38 15 89

40.4% 42.7% 16.9% 100.0%

14 17 15 46

30.4% 37.0% 32.6% 100.0%

72 98 63 233

30.9% 42.1% 27.0% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

5年未満 5～9年 10年以上

Q8N  資格取得後の援助職経験年数

合計

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ9  9  9  9  実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講のののの有無 有無 有無 有無 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

10 11 21

47.6% 52.4% 100.0%

14 22 36

38.9% 61.1% 100.0%

18 23 41

43.9% 56.1% 100.0%

51 37 88

58.0% 42.0% 100.0%

25 22 47

53.2% 46.8% 100.0%

118 115 233

50.6% 49.4% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

受講した 受講しない

Q9  実習指導者講習会

受講の有無

合計

 
 

QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ9999____1  1  1  1  実習指導者講習会受講先 実習指導者講習会受講先 実習指導者講習会受講先 実習指導者講習会受講先 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

4 6 0 10

40.0% 60.0% .0% 100.0%

1 6 6 13

7.7% 46.2% 46.2% 100.0%

4 14 0 18

22.2% 77.8% .0% 100.0%

10 40 1 51

19.6% 78.4% 2.0% 100.0%

5 20 0 25

20.0% 80.0% .0% 100.0%

24 86 7 117

20.5% 73.5% 6.0% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

ロフォス湘南

日本社会

福祉士会

日本医療社

会事業協会

Q9_1  実習指導者講習会受講先

合計
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QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ9999____2  2  2  2  実習指導者講習会費用負担 実習指導者講習会費用負担 実習指導者講習会費用負担 実習指導者講習会費用負担 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

10 0 0 10

100.0% .0% .0% 100.0%

2 0 12 14

14.3% .0% 85.7% 100.0%

17 0 1 18

94.4% .0% 5.6% 100.0%

39 2 10 51

76.5% 3.9% 19.6% 100.0%

23 0 2 25

92.0% .0% 8.0% 100.0%

91 2 25 118

77.1% 1.7% 21.2% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

所属が全

額負担

所属が一

部負担 全額自己負担

Q9_2  実習指導者講習会費用負担

合計

 
 

QQQQ1111****$$$$QQQQ9999____3 3 3 3 クロスクロスクロスクロス表表表表

2 1 1 2 6 1 0 5 0 8

25.0% 12.5% 12.5% 25.0% 75.0% 12.5% .0% 62.5% .0%

8 2 5 3 13 3 4 8 2 14

57.1% 14.3% 35.7% 21.4% 92.9% 21.4% 28.6% 57.1% 14.3%

5 2 4 3 10 1 1 4 2 18

27.8% 11.1% 22.2% 16.7% 55.6% 5.6% 5.6% 22.2% 11.1%

19 8 19 9 23 4 7 12 2 49

38.8% 16.3% 38.8% 18.4% 46.9% 8.2% 14.3% 24.5% 4.1%

10 2 6 3 14 1 1 13 5 25

40.0% 8.0% 24.0% 12.0% 56.0% 4.0% 4.0% 52.0% 20.0%

44 15 35 20 66 10 13 42 11 114

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

Q9_3_1 

実習マ

ニュア

ルの作

成

Q9_3_2

実習契

約書の

作成

Q9_3_3

実習

生との

事前

面接

Q9_3_4 

実習生

への事

前課題

Q9_3_5

実習プ

ログラ

ムの

作成

Q9_3_6 

個人情

報の扱

い

Q9_3_7

大学等

との調

整

Q9_3_8 

実習生

への

スー

パービ

ジョン

Q9_3_9

その

他

$Q9_3  役立っていること

a

合計

パーセンテージと合計は応答者数を基に計算されます。

2 分グループを値 1 で集計します。
a. 
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QQQQ1  1  1  1  種別 種別 種別 種別 と と と と QQQQ9999____4  4  4  4  実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講実習指導者講習会受講のののの予定 予定 予定 予定 ののののｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽｸﾛｽ表表表表

6 0 2 2 0 10

60.0% .0% 20.0% 20.0% .0% 100.0%

6 2 5 9 0 22

27.3% 9.1% 22.7% 40.9% .0% 100.0%

4 0 1 16 2 23

17.4% .0% 4.3% 69.6% 8.7% 100.0%

18 0 7 11 1 37

48.6% .0% 18.9% 29.7% 2.7% 100.0%

14 2 3 2 0 21

66.7% 9.5% 14.3% 9.5% .0% 100.0%

48 4 18 40 3 113

42.5% 3.5% 15.9% 35.4% 2.7% 100.0%

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

度数

Q1  種別 の %

児童領域

医療領域

相談機関等

高齢領域

障害領域

Q1  

種別

合計

2010年度中 2011年度以降 予定はない 未定 その他

Q9_4  実習指導者講習会受講の予定

合計

 
 
 

-44-



15.資料 

 

 

 

   「社会福祉士実習受け入れに関するアンケート調査」調査票配付先一覧 

     --------------------------------------------------------------46 

 

 

   調査依頼文書------------------------------------------------------48 

 

 

   調査票Ⅰ＜機関・施設用＞------------------------------------------49 

 

 

   調査票Ⅱ（実習指導者用＞------------------------------------------51 

 

 

   社会福祉士実習先一覧（別表）--------------------------------------53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-45-



領域 番号 根拠法 郵送

横浜

（部会等）

川崎

（部会等）

合計 備考

1111 児童相談所 9

2222 乳児院 2 1

3333 母子生活支援施設 3 1

4444 児童養護施設 18 2

5555 知的障害児施設 4

6666 知的障害児通園施設 12

7777 盲ろうあ児施設 1

8888 肢体不自由児施設 1

9999 重症心身障害児施設 5

10101010 情緒障害児短期治療施設 1

11111111 児童自立支援施設 1

12121212 児童家庭支援センター 0

13131313 指定医療機関 0

14141414 病院 276

15151515 診療所 0

16161616 身体障害者更生相談所 3

17171717 身体障害者福祉センター 6

18181818

四　精神保健及び精神障害

者福祉に関する法律

精神保健福祉センター 4

19191919 救護施設 5

20202020 更生施設 3

21212121 授産施設 0

22222222 宿泊提供施設 0

23232323 福祉に関する事務所 62

24242424 市町村の区域を単位とする社会福祉協議会の事務所 58

25252525 婦人相談所 1

26262626 婦人保護施設 1

27272727 八　知的障害者福祉法 知的障害者更生相談所 3

28282828 広域障害者職業センター 0

29292929 地域障害者職業センター 1

30303030 障害者就業・生活支援センター 7

40404040 十一　母子及び寡婦福祉法 母子福祉センター 1

41414141 十二　更生保護事業法 更生保護施設 4

64646464 十五　発達障害者支援法 発達障害者支援センター 3

31313131 老人デイサービスセンター 0 7

32323232 老人短期入所施設 0 32 0

33333333 養護老人ホーム 10 33 2

34343434 特別養護老人ホーム 142 34 33

35353535 軽費老人ホーム 0 35 4

36363636 老人福祉センター 0

37373737 老人介護支援センター 0

38383838 有料老人ホーム 0

39393939 老人デイサービス事業 0

42424242 介護老人保健施設 171

43434343 地域包括支援センター 167 150

39

五　生活保護法

六　社会福祉法

七　売春防止法

九　障害者の雇用の促進等

に関する法律

児童

医療

十　老人福祉法

一　児童福祉法

二　医療法

三　身体障害者福祉法

100100100100

横浜は横浜市社会福祉協

議会児童福祉部会に依頼

川崎は児童・乳児・母子福

祉施設部会に依頼

神奈川県医療社会事業協

会より名簿提供

276276276276

相談機

関等

162162162162

820820820820

横浜は横浜市社会福祉協

議会高齢福祉部会に依頼

横浜市地域包括支援セン

ターは横浜市地域ケアプラ

ザ分科会に依頼

川崎は川崎市老人施設協

議会に依頼

「社会福祉士実習受け入れに関するアンケート調査」調査票配付先一覧

高齢

十三　介護保険法

機関・施設・事業

-46-



領域 番号 根拠法 郵送

横浜

（部会等）

川崎

（部会等）

合計 備考機関・施設・事業

44444444 通所介護 0

45454545 通所リハビリテーション 0

46464646 短期入所生活介護 0

47474747 短期入所療養介護 0

48484848 特定施設入居者生活介護 0

49494949 認知症対応型通所介護 0

50505050 小規模多機能型居宅介護 0

51515151 認知症対応型共同生活介護 0

52525252

地域密着型特定施設入居者

生活介護

0

53535353

地域密着型介護老人福祉施

設入所者生活介護

0

54545454 居宅介護支援事業 0

55555555 介護予防通所介護 0

56565656

介護予防通所リハビリテー

ション

0

57575757 介護予防短期入所生活介護 0

58585858 介護予防短期入所療養介護 0

59595959

介護予防認知症対応型通所

介護

0

60606060

介護予防小規模多機能型居

宅介護

0

61616161

介護予防認知症対応型共同

生活介護

0

62626262 介護予防支援事業 0

63636363

十四　独立行政法人国立重

度知的障害者総合施設のぞ

みの園法

0 0000

65656565 障害者支援施設 86

66666666 福祉ホーム 0

67676767 地域活動支援センター 0

68686868 療養介護 1

69696969 生活介護 136

70707070 児童デイサービス 74

71717171 短期入所 29

72727272 重度障害者等包括支援 3

73737373 共同生活介護 0

74747474 自立訓練 2

75757575 就労移行支援 31

76767676 就労継続支援 107

77777777 共同生活援助 0

78787878 相談支援事業 122

79797979 0 0000

80808080 0 0000

1576157615761576 434434434434 124124124124 2134213421342134

居宅サービス事業

地域密着型サービス事業

介護予防サービス事業

776776776776

合計合計合計合計

地域密着型介護予防サービ

ス事業

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

が設置する施設

十六　障害者自立支援法

障害福祉サービス事業

74

十八　前各号に準ずる施設又は事業

社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則第三条第一号ヲ及び第五条第十四号イ、社会福祉士介護福祉士学校指定規則第三条第一号ヲ及び第五条第十四号イ並びに社

会福祉に関する科目を定める省令第四条第六号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める施設及び事業(昭和六十二年十二月十五日)(厚生省告示第二百三号)に基づき

作成

十七　高齢者又は身体障害者に対し老人福祉法第十条の四第一項第二号に規定する便

宜又は障害者自立支援法附則第八条第一項第六号に規定する障害者デイサービスのう

ち同法附則第三十四条の規定による改正前の身体障害者福祉法第四条の二第三項に

規定する身体障害者デイサービスを供与し、あわせて高齢者、身体障害者等に対する食

事の提供その他の福祉サービスで地域住民が行うものを提供するための施設

その他

障害

横浜は横浜市社会福祉協

議会障害福祉部会に依頼

川崎は川崎市障害福祉施

設事業協会に依頼

高齢 十三　介護保険法

111
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                             平成２２年 ７月  日 

各    位 

                          社団法人 神奈川県社会福祉士会 

                       会 長  本 多 洋 実 

 

社会福祉士実習指導者講習会への職員派遣のお願い及び 

社会福祉士実習受け入れに関するアンケート調査へのご協力について（依頼） 

 

時下ますますご清祥のことと存じます。 

さて、「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」による社会福祉士養成にお 

ける相談援助実習の充実・強化の一環として、平成２０年度より厚生労働省の委託を受け、 

社団法人日本社会福祉士会が全国で社会福祉士実習指導者講習会を開催しております。本会 

でも平成２０年度、２１年度と実施し、平成２２年度は１２月、１月に開催する予定です。 

今年度の開催要項を同封いたしました。該当職員の派遣につき、ご高配賜りますよう、ご理 

解ご協力よろしくお願い申し上げます。 

また本会では実習指導者講習会開催に伴い、本事業の円滑な実施と社会福祉士実習のより一 

層の推進を目指し、実習施設・機関、社会福祉士養成校、および関係行政機関との連絡調整を 

目的に、平成２０年度に社会福祉士実習推進委員会を設置いたしました。 

この度委員会では、今後の実習指導者講習会やフォローアップ研修などの計画に反映させる 

目的で、県内の社会福祉士実習施設を対象に、実習の受け入れの現況や今後の意向、実習指導 

に関する課題などを把握するため、アンケート調査を行うこととなりました。 

つきましては、大変お忙しい折とは存じますが、アンケート調査にお答えいただきたく、 

よろしくご協力お願い申し上げます。 

尚、お答えいただいた内容につきましては、アンケート調査の集計と分析の目的以外には利 

用しませんことを申し添えます。 

 

別添 １ ２０１０年度 社会福祉士実習指導者講習会開催要項 

２ 調査票Ⅰ ＜機関・施設用＞（両面印刷） 

→機関・施設としての社会福祉士実習の受け入れ状況について、実習受け入れ実績の 

有無に関わらずご回答ください。 

３ 調査票Ⅱ ＜実習指導者用＞ （両面印刷） 

→社会福祉士実習の受け入れ実績がある場合に、実習指導を担当された方、あるいは 

現に担当されている方がご回答ください。複数いらっしゃる場合は、恐れ入ります 

がコピーをして一人ずつご回答ください。 

４ 社会福祉士実習先一覧（別表） 

 

調査票Ⅰ及びⅡにご記入いただき、返信用封筒またはＦＡＸにて、    月月月月      日日日日(        ) 
までに本会に返信をお願いいたします。なお別表は返信の必要はありません。 

 

          お問い合せ 

                       社団法人 神奈川県社会福祉士会事務局 

                          ０４５－３１７－２０４５ 

                                                                                ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ    ０４５０４５０４５０４５－－－－３１７３１７３１７３１７－－－－２０４６２０４６２０４６２０４６ 
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調査票調査票調査票調査票ⅠⅠⅠⅠ    ＜＜＜＜機関機関機関機関・・・・施設用施設用施設用施設用＞＞＞＞    

貴機関・施設における社会福祉士養成にかかる実習（社会福祉援助技術現場実習、相談援助実習等）

の実習生の受け入れ、及び実習指導者の状況についてお尋ねします。 

 

設問設問設問設問１１１１    貴機関貴機関貴機関貴機関・・・・施設施設施設施設のののの種別種別種別種別についてについてについてについて、、、、社会福祉士実習先一覧社会福祉士実習先一覧社会福祉士実習先一覧社会福祉士実習先一覧（（（（別表別表別表別表））））からからからから選択選択選択選択してしてしてして、、、、番号番号番号番号をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。((((複数複数複数複数

のののの事業事業事業事業をををを行行行行うううう場合場合場合場合、、、、複数回答複数回答複数回答複数回答もももも可可可可))))    

          

                ななななおおおお、、、、80808080 番番番番「「「「前各号前各号前各号前各号にににに準準準準ずるずるずるずる施設又施設又施設又施設又はははは事業事業事業事業」」」」をををを選択選択選択選択したしたしたした場合場合場合場合、、、、及及及及びびびび別表別表別表別表にはにはにはには該当該当該当該当しないしないしないしない場合場合場合場合はははは、、、、具体的具体的具体的具体的なななな事業事業事業事業

種別種別種別種別をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

 

 

設問設問設問設問２２２２    貴機関貴機関貴機関貴機関・・・・施設施設施設施設のののの所在地所在地所在地所在地についてについてについてについて、、、、該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに一一一一つつつつ、、、、○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。    

1. 横浜市  2. 川崎市  3. 相模原市  4. 前記三市以外の市町村 

 

設問設問設問設問３３３３    2009200920092009 年度年度年度年度にににに貴機関貴機関貴機関貴機関・・・・施設施設施設施設でででで受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた、、、、社会福祉士養成社会福祉士養成社会福祉士養成社会福祉士養成にかかるにかかるにかかるにかかる実習生実習生実習生実習生のののの人数人数人数人数をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

                受受受受けけけけ入入入入れなしのれなしのれなしのれなしの場合場合場合場合はははは００００とととと記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

         人  

 

設問３で受け入れ実績があると回答された方は、付問１、２について回答ください。 

付問付問付問付問１１１１    実習生実習生実習生実習生をををを受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた時期時期時期時期についてについてについてについて、、、、該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。（。（。（。（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    

1. 4 月～6 月  2. 7 月～9 月  3. 10 月～12 月  4. 1 月～3 月 

付問付問付問付問２２２２    実習生実習生実習生実習生をををを受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた期間期間期間期間（（（（一人一人一人一人あたりあたりあたりあたり））））についてについてについてについて、、、、該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。（。（。（。（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    

1. 23 日間（180 時間） 2. 15 日間（120 時間） 3. 12 日間（90 時間） 4. 8 日間（60 時間） 

5. 大学、社会福祉士養成施設等の依頼に応じて一人ずつ違う 

6. その他（具体的に                                   ） 

    

設問設問設問設問４４４４    2010201020102010 年度年度年度年度にににに貴機関貴機関貴機関貴機関・・・・施設施設施設施設でででで受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる予定予定予定予定のののの、、、、社会福祉士養成社会福祉士養成社会福祉士養成社会福祉士養成にかかるにかかるにかかるにかかる実習生実習生実習生実習生のののの人数人数人数人数をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

                予定予定予定予定なしのなしのなしのなしの場合場合場合場合はははは００００とととと記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

         人 

    

設問設問設問設問５５５５    貴機関貴機関貴機関貴機関・・・・施設施設施設施設のののの職員職員職員職員のうちのうちのうちのうち、、、、社会福祉士資格保持者社会福祉士資格保持者社会福祉士資格保持者社会福祉士資格保持者はははは何人何人何人何人ですかですかですかですか。。。。該当者該当者該当者該当者なしのなしのなしのなしの場合場合場合場合はははは００００とととと記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

         人 

 

設問設問設問設問６６６６    設問設問設問設問５５５５でででで回答回答回答回答したしたしたした社会福祉士社会福祉士社会福祉士社会福祉士のうちのうちのうちのうち、、、、実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会をををを修了修了修了修了されたされたされたされた方方方方はははは何人何人何人何人ですかですかですかですか。。。。    

                                該当者該当者該当者該当者なしのなしのなしのなしの場合場合場合場合はははは００００とととと記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

         人 

＊実習指導者講習会：2007 年公布の「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」を受けて、実習指導者の要件 

として受講が義務付けられたものをさします。実施団体の例：社会福祉法人全国社会福祉協議会中央福祉学院ロフォス湘南、 

社団法人日本社会福祉士会（各開催担当支部会場）、社団法人日本医療社会事業協会等 
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設問設問設問設問７７７７    設問設問設問設問５５５５でででで回答回答回答回答したしたしたした社会福祉士社会福祉士社会福祉士社会福祉士のうちのうちのうちのうち、、、、2010201020102010 年度年度年度年度のののの実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会をををを受講予定受講予定受講予定受講予定のののの方方方方はははは何人何人何人何人ですかですかですかですか。。。。    

                                受講予定受講予定受講予定受講予定なしのなしのなしのなしの場合場合場合場合はははは００００とととと記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

         人 

    

設問設問設問設問８８８８    2011201120112011 年度以降年度以降年度以降年度以降、、、、実習指導者実習指導者実習指導者実習指導者のののの要件要件要件要件をををを満満満満たしたたしたたしたたした職員職員職員職員をををを配置配置配置配置してしてしてして、、、、社会福祉士養成社会福祉士養成社会福祉士養成社会福祉士養成にかかるにかかるにかかるにかかる実習生実習生実習生実習生をををを受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる予予予予

定定定定がありますかがありますかがありますかがありますか。。。。    

1. あり   →付問１へ 

2. なし   →付問２へ 

3．未定 

＊実習指導者の要件：社会福祉士介護福祉士学校指定規則（平成 20 年 3 月 24 日文部科学省・厚生労働省令第二号）より 

第 3 条第 1 号ワ 実習施設等における相談援助実習（市町村において相談援助実習を行う場合を含む。）を指導する実習指

導者は、社会福祉士の資格を取得した後、相談援助の業務に 3 年以上従事した経験を有する者であって、かつ、実習指導者

を養成するために行う講習会であって厚生労働大臣が別に定める基準を満たすものとしてあらかじめ厚生労働大臣に届け

出られたものを修了した者であること。 

附則第 4 条 2 相談援助実習を行う施設又は事業所における実習指導者については、平成 24 年 3 月 31 日までの間は、社会

福祉士の資格を取得した後、相談援助の業務に三年以上従事した経験を有する者を実習指導者とすることができる。 

附則第 4 条 3 相談援助実習を行う施設又は事業所における実習指導者については、当分の間、児童福祉法に定める児童福

祉司、身体障害者福祉法に定める身体障害者福祉司、社会福祉法に定める福祉に関する事務所に置かれる同法第 15 条第 1

項第 1 号に規定する所員、知的障害者福祉法に定める知的障害者福祉司若しくは老人福祉法第 6条及び第 7 条に規定する社

会福祉主事として 8 年以上相談援助の業務に従事した者又は平成 21 年 3 月 31 日までの間において第 3 条第 1 号ト（4）に

規定する講習会に相当するものとして厚生労働大臣が認める研修の課程を修了した者を実習指導者とすることができる。 

 

設問８で「1.あり」と回答した方にお尋ねします。 

付問付問付問付問１１１１    実習生実習生実習生実習生をををを受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる判断基準判断基準判断基準判断基準についてについてについてについて、、、、該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。（。（。（。（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    

1. 依頼があればできる限り受け入れる 

2. 年間の受け入れ人数を決めて受け入れる 

3. 地元大学や社会福祉士養成施設等を優先して受け入れる 

4. 地元在住か出身学生を優先して受け入れる 

5. 地元在住や出身学生以外を優先して受け入れる 

6. その他（具体的に                                   ） 

 

設問８で「2.なし」と回答した方にお尋ねします。 

付問付問付問付問２２２２    実習生実習生実習生実習生をををを受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる予定予定予定予定がないがないがないがない理由理由理由理由についてについてについてについて、、、、該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。（。（。（。（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    

1. 社会福祉士がいない 

2. 実習指導のスキルのある担当者がいない 

3. 業務多忙で、実習を受け入れる余裕がない 

4. 機関・施設の考えとして、実習の受け入れに積極的でない 

5. 大学、社会福祉士養成施設等とのつながりがない 

6. その他（具体的に                                   ） 

ご協力ありがとうございました。2010 年●月●日までに返信用封筒にて返送ください。 

なお、差し支えなければ、ＦＡＸで返信していただいても結構です。 

ＦＡＸ ０４５－３１７－２０４６ 社団法人神奈川県社会福祉士会事務局宛 
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調査票調査票調査票調査票ⅡⅡⅡⅡ    ＜＜＜＜実習指導者用実習指導者用実習指導者用実習指導者用＞＞＞＞※※※※用紙用紙用紙用紙がががが不足不足不足不足のののの場合場合場合場合はおはおはおはお手数手数手数手数ですがですがですがですがコピーコピーコピーコピーをしてごをしてごをしてごをしてご回答回答回答回答くださいくださいくださいください。。。。    

社会福祉士養成にかかる実習（社会福祉援助技術現場実習、相談援助実習等）の実習指導を担当され

ている方にお尋ねします。 

設問設問設問設問１１１１    あなたのあなたのあなたのあなたの所属所属所属所属するするするする機関機関機関機関・・・・施設施設施設施設についてについてについてについて、、、、社会福祉士実習先一覧社会福祉士実習先一覧社会福祉士実習先一覧社会福祉士実習先一覧（（（（別表別表別表別表））））からからからから選択選択選択選択してしてしてして、、、、番号番号番号番号をををを記入記入記入記入してくださしてくださしてくださしてくださ

いいいい。。。。((((複数回答複数回答複数回答複数回答もももも可可可可))))    

     

                なおなおなおなお、、、、80808080 番番番番「「「「前各号前各号前各号前各号にににに準準準準ずるずるずるずる施設又施設又施設又施設又はははは事業事業事業事業」」」」をををを選択選択選択選択したしたしたした場合場合場合場合、、、、及及及及びびびび別表別表別表別表にはにはにはには該当該当該当該当しないしないしないしない場合場合場合場合はははは、、、、具体的具体的具体的具体的なななな事業事業事業事業

種別種別種別種別をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

 

 

設問設問設問設問２２２２    あなたのあなたのあなたのあなたの所属所属所属所属するするするする機関機関機関機関・・・・施設施設施設施設のののの所在地所在地所在地所在地についてについてについてについて、、、、該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに一一一一つつつつ、、、、○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。    

1. 横浜市  2. 川崎市  3. 相模原市  4. 前記三市以外の市町村 

 

設問設問設問設問３３３３    あなたのあなたのあなたのあなたの主主主主たるたるたるたる職種職種職種職種についてについてについてについて、、、、該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに一一一一つつつつ、、、、○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。    

1. 施設長・所長等  2. 生活相談・支援員（指導員） 3. 相談員・ＭＳＷ・ＰＳＷ 

4. ケアマネジャー（介護支援専門員） 5. 介護職員  6. 保育士 

7. 現業員・ケースワーカー 8.福祉司  

9. 福祉活動専門員、ボランティアコーディネーター、地域福祉活動コーディネーター 

10．その他（具体的に                                          ） 

 

設問設問設問設問４４４４    あなたのあなたのあなたのあなたの福祉職福祉職福祉職福祉職としてのとしてのとしてのとしての経験年数経験年数経験年数経験年数はははは何年何年何年何年ですかですかですかですか。。。。((((おおよそのおおよそのおおよそのおおよその年数年数年数年数でででで結構結構結構結構ですですですです))))    

         年 

 

設問設問設問設問５５５５    今今今今までまでまでまで社会福祉士養成社会福祉士養成社会福祉士養成社会福祉士養成にかかるにかかるにかかるにかかる実習指導実習指導実習指導実習指導をされたをされたをされたをされた経験経験経験経験からからからから、、、、困困困困ったことはどのようなったことはどのようなったことはどのようなったことはどのような事事事事ですかですかですかですか。。。。該当該当該当該当するものするものするものするもの

にににに○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。((((複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可))))    

 

1. 指導する実習生の人数が多い  2. 実習生の態度が悪い  3. 実習生のレベルにばらつきがある 

4. 実習目的があいまい   5. 実習内容、プログラムをどのように行ったらよいか、わからない 

6. 実習指導の時間がなかなか取れない   7. 実習生を受け入れるのに職場の理解が乏しい 

8. 複数の実習指導者間の共通理解、連携が難しい   9. 実習生に対して専門的な指導が難しい 

10. 保育士や介護福祉士など他の実習との違いを明確にできない 

11. 大学、社会福祉士養成校等と実習内容について協議ができない 

12. その他 具体的に                 

 

設問設問設問設問６６６６    神奈川県社会福祉士会神奈川県社会福祉士会神奈川県社会福祉士会神奈川県社会福祉士会にににに期待期待期待期待するするするする事事事事はありますかはありますかはありますかはありますか。。。。該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに○○○○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。((((複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可))))    

1. 実習指導者講習会の開催 

2. 実習指導者フォローアップ研修の開催 

 （希望するテーマ                                  ） 

3. 分野ごとの実習施設間の情報交換 

4. 大学、社会福祉士養成校等との情報交換 

5. その他 具体的に                       

 

6. 特に期待することはない 
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設問設問設問設問７７７７    あなたあなたあなたあなたはははは社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格社会福祉士資格をおをおをおをお持持持持ちですかちですかちですかちですか。。。。    

1. 持っている      2. 持っていない 

 

 

以下の設問は、設問７で社会福祉士資格を「１．持っている」と回答した方にお尋ねします。 

設問設問設問設問８８８８    あなたのあなたのあなたのあなたの社会福祉士資格取得後社会福祉士資格取得後社会福祉士資格取得後社会福祉士資格取得後のののの相談援助職相談援助職相談援助職相談援助職としてのとしてのとしてのとしての経験年数経験年数経験年数経験年数はははは何年何年何年何年ですかですかですかですか。。。。((((おおよそのおおよそのおおよそのおおよその年数年数年数年数でででで結構結構結構結構ですですですです))))    

         年 

 

設問設問設問設問９９９９    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会をををを受講受講受講受講されましたかされましたかされましたかされましたか。。。。該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに一一一一つつつつ、、、、○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。    

1. 受講した     →付問１・２・３へ 

2. 受講していない  →付問４へ 

＊実習指導者講習会とは、2007 年公布の「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」を受けて、 

実習指導者の要件として受講が義務付けられたものをさします。 

 

設問９で「1.受講した」と回答した方にお尋ねします。 

付問付問付問付問１１１１    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、どのどのどのどの実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会をををを受講受講受講受講されましたかされましたかされましたかされましたか。。。。該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに一一一一つつつつ、、、、○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。    

1. 社会福祉法人 全国社会福祉協議会 中央福祉学院 ロフォス湘南 

2. 社団法人 日本社会福祉士会（2008 年度、2009 年度実施の各開催担当支部会場） 

3. 社団法人 日本医療社会事業協会 

4. その他（具体的に                                  ） 

付問付問付問付問 2222    実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会のののの受講費用受講費用受講費用受講費用はははは誰誰誰誰がががが負担負担負担負担しましたかしましたかしましたかしましたか。。。。該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに一一一一つつつつ、、、、○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。    

1. 所属（職場）が全額負担 

2. 所属（職場）が一部負担 

3. 全額自己負担 

4. その他（具体的に                                  ） 

付問付問付問付問 3333    実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会のののの内容内容内容内容でででで実習指導実習指導実習指導実習指導にににに役役役役にににに立立立立っていることはどのようなことですかっていることはどのようなことですかっていることはどのようなことですかっていることはどのようなことですか。。。。該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに○○○○をををを付付付付けけけけ    

てくださいてくださいてくださいてください。。。。((((複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可))))    

 

1. 職場内の実習マニュアルの作成   2. 実習契約書の作成   3. 実習生との事前面接 

4. 実習生への事前課題   5. 実習プログラムの作成   6. 利用者の個人情報の扱い 

7. 大学、社会福祉養成校等との調整   8. 実習生へのスーパービジョン 

9. その他 具体的に 

 

設問９で「2.受講していない」と回答した方にお尋ねします。 

付問付問付問付問４４４４    あなたはあなたはあなたはあなたは実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会実習指導者講習会をををを受受受受けるけるけるける予定予定予定予定がありますかがありますかがありますかがありますか。。。。該当該当該当該当するものにするものにするものにするものに一一一一つつつつ、、、、○○○○をををを付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。    

1. 2010 年度中に受ける   2. 2011 年度以降に受ける 

3. 受講する予定はない（理由                              ） 

4. 未定 

5. その他（具体的に                                  ） 

 

ご協力ありがとうございました。2010 年●月●日までに返信用封筒にて返送ください。 

なお、差し支えなければ、ＦＡＸで返信していただいても結構です。 

ＦＡＸ ０４５－３１７－２０４６ 社団法人神奈川県社会福祉士会事務局宛 
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番号 根拠法 機関・施設・事業 番号 根拠法

1111
児童相談所

42424242
介護老人保健施設

2222
乳児院

43434343
地域包括支援センター

3333
母子生活支援施設

44444444
通所介護

4444
児童養護施設

45454545
通所リハビリテーション

5555
知的障害児施設

46464646
短期入所生活介護

6666
知的障害児通園施設

47474747
短期入所療養介護

7777
盲ろうあ児施設

48484848
特定施設入居者生活介護

8888
肢体不自由児施設

49494949
認知症対応型通所介護

9999
重症心身障害児施設

50505050
小規模多機能型居宅介護

10101010
情緒障害児短期治療施設

51515151
認知症対応型共同生活介護

11111111
児童自立支援施設

52525252

地域密着型特定施設入居者生活介

護

12121212
児童家庭支援センター

53535353

地域密着型介護老人福祉施設入所

者生活介護

13131313
指定医療機関

54545454
居宅介護支援事業

14141414
病院

55555555
介護予防通所介護

15151515
診療所

56565656
介護予防通所リハビリテーション

16161616
身体障害者更生相談所

57575757
介護予防短期入所生活介護

17171717
身体障害者福祉センター

58585858
介護予防短期入所療養介護

18181818

四　精神保健及び精神障害者

福祉に関する法律

精神保健福祉センター
59595959

介護予防認知症対応型通所介護

19191919
救護施設

60606060
介護予防小規模多機能型居宅介護

20202020
更生施設

61616161

介護予防認知症対応型共同生活介

護

21212121
授産施設

62626262
介護予防支援事業

22222222
宿泊提供施設

63636363

十四　独立行政法人国立重度知的

障害者総合施設のぞみの園法

23232323
福祉に関する事務所

64646464
十五　発達障害者支援法 発達障害者支援センター

24242424

市町村の区域を単位とする社会福祉協議会の事務

所

65656565
障害者支援施設

25252525
婦人相談所

66666666
福祉ホーム

26262626
婦人保護施設

67676767
地域活動支援センター

27272727
八　知的障害者福祉法 知的障害者更生相談所

68686868
療養介護

28282828
広域障害者職業センター

69696969
生活介護

29292929
地域障害者職業センター

70707070
児童デイサービス

30303030
障害者就業・生活支援センター

71717171
短期入所

31313131
老人デイサービスセンター

72727272
重度障害者等包括支援

32323232
老人短期入所施設

73737373
共同生活介護

33333333
養護老人ホーム

74747474
自立訓練

34343434
特別養護老人ホーム

75757575
就労移行支援

35353535
軽費老人ホーム

76767676
就労継続支援

36363636
老人福祉センター

77777777
共同生活援助

37373737
老人介護支援センター

78787878
相談支援事業

38383838
有料老人ホーム

39393939
老人デイサービス事業

40404040
十一　母子及び寡婦福祉法 母子福祉センター

80808080

41414141
十二　更生保護事業法 更生保護施設

障害福祉サー

ビス事業

六　社会福祉法

社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則第三条第一号ヲ及び第五条第十四号イ、社会福祉士介護福祉士学校指定規則第三条第一号ヲ及び第五条第十四号イ並びに社会福祉に関する科目を定める省令第四条第六

号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める施設及び事業(昭和六十二年十二月十五日)(厚生省告示第二百三号)

機関・施設・事業

社会福祉士実習先一覧（別表）

十七　高齢者又は身体障害者に対し老人福祉法第十条の四第一項第二号に規定する便宜又は

障害者自立支援法附則第八条第一項第六号に規定する障害者デイサービスのうち同法附則第

三十四条の規定による改正前の身体障害者福祉法第四条の二第三項に規定する身体障害者デ

イサービスを供与し、あわせて高齢者、身体障害者等に対する食事の提供その他の福祉サービ

スで地域住民が行うものを提供するための施設

地域密着型介

護予防サービ

ス事業

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみ

の園が設置する施設

十八　前各号に準ずる施設又は事業

居宅サービス

事業

地域密着型

サービス事業

介護予防サー

ビス事業

十三　介護保険法

十六　障害者自立支援法

七　売春防止法

九　障害者の雇用の促進等に

関する法律

十　老人福祉法

79797979

一　児童福祉法

二　医療法

三　身体障害者福祉法

五　生活保護法
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社団法人神奈川県社会福祉士会

2010年度社会福祉士実習推進委員会名簿

＜委　　　員＞

　　氏　　　　　名 　　　　　　　　　所　　　　　　　属 　　分　　野

逢澤　詳子 横浜第一病院、神奈川県医療社会事業協会 医療

青木　明子 養護老人ホーム　敬愛の園 高齢

猪又　康行 ＮＰＯ法人横須賀の福祉を進める会 障害

岩崎　晴子 神奈川県社会福祉士会理事 担当理事

大渕　義博 神奈川県社会福祉士会理事 担当理事

川上　英一郎 中央福祉学院 養成

佐川　博之 大和市社会福祉協議会 地域

千葉　高史　※ 丹沢自律生活センター総合相談室 障害

西原　留美子 東海大学 養成

沼尻　武能　※ 更生施設　民衆館 生活保護

守田　洋 横浜市北部児童相談所 児童

※会員外

＜オブザーバー＞

　　氏　　　　　名 　　　　　　　　　所　　　　　　　属 　　分　　野

長谷川　幾美 神奈川県地域保健福祉部保健福祉人材課 行政

佐藤　　 祐子 横浜市健康福祉局福祉保健課 行政

舘　　　　美香 川崎市健康福祉局総務課 行政

船水　　 浩行 日本社会福祉士養成校協会神奈川県支部（東海大学） 養成校協会

　　発　行　：　社団法人神奈川県社会福祉士会

　　　　　　　　　〒221-0844

　　　　　　　　　横浜市神奈川区沢渡4-2

　　　　　　　　　神奈川県社会福祉会館3F

　　　　　　　　　TEL　045-317-2045

　　　　　　　　　FAX　045-317-2046

　　発行日　：　2011年3月
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社団法人神奈川県社会福祉士会

2010年度社会福祉士実習推進委員会名簿

＜委　　　員＞

　　氏　　　　　名 　　　　　　　　　所　　　　　　　属 　　分　　野

逢澤　詳子 横浜第一病院、神奈川県医療社会事業協会 医療

青木　明子 養護老人ホーム　敬愛の園 高齢

猪又　康行 ＮＰＯ法人横須賀の福祉を進める会 障害

岩崎　晴子 神奈川県社会福祉士会理事 担当理事

大渕　義博 神奈川県社会福祉士会理事 担当理事

川上　英一郎 中央福祉学院 養成

佐川　博之 大和市社会福祉協議会 地域

千葉　高史　※ 丹沢自律生活センター総合相談室 障害

西原　留美子 東海大学 養成

沼尻　武能　※ 更生施設　民衆館 生活保護

守田　洋 横浜市北部児童相談所 児童

※会員外

＜オブザーバー＞

　　氏　　　　　名 　　　　　　　　　所　　　　　　　属 　　分　　野

長谷川　幾美 神奈川県地域保健福祉部保健福祉人材課 行政

佐藤　　 祐子 横浜市健康福祉局福祉保健課 行政

舘　　　　美香 川崎市健康福祉局総務課 行政

船水　　 浩行 日本社会福祉士養成校協会神奈川県支部（東海大学） 養成校協会

　　発　行　：　社団法人神奈川県社会福祉士会

　　　　　　　　　〒221-0844

　　　　　　　　　横浜市神奈川区沢渡4-2

　　　　　　　　　神奈川県社会福祉会館3F

　　　　　　　　　TEL　045-317-2045

　　　　　　　　　FAX　045-317-2046

　　発行日　：　2011年3月



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


